
郷土の伝統、

可憐に舞うド
ン
パ
ン
祭
り（
８
月
16 日・中

仙
）

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     りおおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2014

9月
vol.226



「秋田草刈唄」と「秋田追分」の
全国大会で初優勝

深瀬康子 さん（大曲・31歳）

今号の注目株
Wacthed stock of now issue

ふかせやすこ●昭和58年中仙生まれ。中仙中−角館高−聖園短
期大学卒。本姓は打川。これまで秋田おばこ節全国大会や秋田
おはら節全国大会などの民謡大会で優勝経験を持つ。現在は
「なかせんワイワイらんど」に保育士として勤務。

た
う
こ
と
の
楽
し
さ
に
気

付
い
た
と
き
、
お
の
ず
と

結
果
が
つ
い
て
き
た
と
、
ほ
が
ら

か
に
話
す
。喜
び
と
充
実
感
が
あ

ふ
れ
る
笑
顔
が
印
象
的
だ
。

　

民
謡
は
民
衆
の
中
か
ら
生
ま
れ

伝
え
ら
れ
て
い
る
歌
謡
。生
活
感

情
を
豊
か
に
表
現
し
た
素
朴
で
郷

土
色
が
強
い
歌
詞
と
、
独
特
の
節

回
し
が
特
徴
だ
。秋
田
は
全
国
的

に
民
謡
が
盛
ん
な
地
域
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
秋
田
音
頭
」
や
「
ド
ン

パ
ン
節
」
な
ど
は
秋
田
を
代
表
す

る
民
謡
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お

り
、
県
内
で
は
民
謡
大
会
や
民
謡

イ
ベ
ン
ト
が
４
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

深
瀬
康
子
さ
ん
は
、
に
か
ほ
市

で
６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回

秋
田
草
刈
唄
全
国
大
会
」と
、五
城

目
町
で
７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第

25
回
秋
田
追
分
全
国
大
会
」
で
念

願
の
初
優
勝
。ふ
た
月
連
続
で
全

国
一
の
頂
点
に
立
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
上
位
入
賞
し

て
い
た
秋
田
草
刈
唄
の
全
国
大
会

で
は
、
挑
戦
を
重
ね
て
も
優
勝
に

は
あ
と
一
歩
届
か
な
か
っ
た
。「
く

や
し
い
思
い
を
し
た
の
で
優
勝
を

ず
っ
と
意
識
し
な
が
ら
練
習
に
取

り
組
ん
だ
が
な
か
な
か
結
果
に
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。今
回
は
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
気
楽
に
楽
し
ん

で
う
た
お
う
と
思
っ
た
」
と
本
番

直
前
の
心
境
を
振
り
返
る
。

　
父
も
母
も
三
味
線
奏
者
。民
謡
が

日
常
に
あ
る
家
庭
で
育
っ
た
。「
幼

い
こ
ろ
、お
風
呂
場
で
聞
い
た
父
の

民
謡
が
心
に
残
っ
て
い
る
」と
懐
か

し
む
。本
格
的
に
民
謡
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、小
学
１
年
生
の
こ
ろ
に

友
達
に
誘
わ
れ
て
地
元
の
民
謡
サ

ー
ク
ル
に
通
っ
た
こ
と
。小
学
２
年

か
ら
は
秋
田
民
謡
小
田
島
会
会
主

の
小
田
島
純
子
さ
ん（
秋
田
市
）に
師

事
。師
弟
関
係
は
現
在
も
続
く
。

　

練
習
は
苦
手
だ
っ
た
の
に
勝
敗

に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
た
10
代
。う

た
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
始
め

た
の
は
20
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
と

い
う
。心
の
動
き
は
唄
に
も
変
化

を
与
え
た
。20
代
半
ば
で「
秋
田
お

ば
こ
節
」と「
秋
田
お
は
ら
節
」の

全
国
大
会
で
優
勝
旗
を
手
に
す
る
。

「
努
力
や
継
続
が
結
果
に
つ
な
が

る
こ
と
が
実
感
で
き
た
」と
話
す
。

　

唄
一
つ
一
つ
の
意
味
を
丁
寧
に

く
み
取
り
、
聞
き
手
に
情
景
が
浮

か
ぶ
よ
う
に
感
情
移
入
し
て
う
た

う
こ
と
を
心
が
け
る
。「
地
域
の

良
さ
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
に
な
っ
た
。支
え
て
く
れ

る
地
域
や
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち

で
恩
返
し
を
し
、
仕
事
と
両
立
し

な
が
ら
多
く
の
方
に
民
謡
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

う

［写真］優勝旗を手に秋田草刈唄を披露する深瀬さん
（第19回秋田草刈唄全国大会・にかほ市）

2
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応募方法 宛 先

みその味といぶり人参の塩味が効いた米粉の焼き菓子
「それがみそ」

加工グループ「米
ま い む

夢」

だいせん日和

読者プレゼン
ト

コンテストで、12作品の中から優秀賞に選ばれ
た焼き菓子「それがみそ」は、甘さのなかにも、み
その風味が効いた新たな発想の焼き菓子。ヒン
トを得た〝みそおにぎり〟のように、どこか昔懐
かしい味を感じる逸品です。

コ
メ
粉
を
活
用
し
た
特
産
品
・
ア
イ
デ
ィ

ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
平
成
25
年
度
優

秀
賞
作
品
に
選
ば
れ
た
、
加
工
グ
ル
ー
プ
「
米

夢
」（
熊
谷
成
見
子
代
表
）
の
「
そ
れ
が
み
そ
」
２

袋
セ
ッ
ト
（
１
袋
２
本
入
り
（
税
込
１
５
０
円
）×

２
袋
）を
４
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
設
立
し
た
米
夢
。
加
工
品
開
発

で
地
元
農
産
物
の
魅
力
を
売
り
込
も
う
と
、
会

員
が
栽
培
す
る
あ
き
た
こ
ま
ち
の
米
粉
を
使
っ

た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
ラ
ス
ク
、
お
や
き
、
ゆ

べ
し
な
ど
15
種
類
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
そ
お
に
ぎ
り
と
漬
け
物
を
イ
メ
ー
ジ
。
今

ま
で
に
な
い
焼
き
菓
子
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
」

と
熊
谷
さ
ん
。「
そ
れ
が
み
そ
」
は
中
仙
産
の

米
粉
を
１
０
０
％
使
用
、
み
そ
を
練
り
込
ん
だ

生
地
に
細
か
く
刻
ん
だ
い
ぶ
り
人
参
を
乗
せ
て

焼
き
上
げ
ま
し
た
。
米
粉
の
も
っ
ち
り
・
し
っ

と
り
し
た
食
感
と
、
み
そ
の
風
味
、
い
ぶ
り
人

参
の
塩
味
が
特
徴
の
逸
品
。
新
し
い
発
想
の
お

菓
子
を
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
お
供
に
ど
う
ぞ
。

広報だいせん

だいせん日和
2014_9月号 vol.226



※２号認定、または３号認定を希望する場合は、保育が必要な事由（就労等）に該当する必要があります。

4

【問い合わせ】
 児童家庭課
  ☎ 0187-63-1111 内線 128

子ども・子育て支援新制度
保育園・幼稚園などの利用には
認定が必要になります

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
平
成
27
年
４
月
か

ら
始
ま
る
予
定
で
す
。新
制
度
で

は
、
消
費
税
の
増
額
分
か
ら
毎
年

７
千
億
円
程
度
が
子
育
て
支
援
事

業
に
充
当
さ
れ
、
事
業
の
拡
充
や

質
の
向
上
を
進
め
ま
す
。具
体
的

に
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

○
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
認
定
こ
ど

も
園
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

○
一
時
預
か
り
や
病
児
・
病
後
児

保
育
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
必
要
な
施
設
や
支
援
を
選

択
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
情

報
提
供
や
相
談
・
援
助
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

施
設
利
用
に
は
認
定
が
必
要

　

新
制
度
の
開
始
に
あ
た
り
、
幼

稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
利
用
を
希

望
す
る
保
護
者
の
方
に
、
施
設
利

用
の
た
め
の
認
定
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す（
下
表
参
照
）。子
ど
も

の
年
齢
や
保
護
者
の
方
の
就
労

状
況
、
利
用
を
希
望
す
る
施
設
に

応
じ
て
下
表
の
３
つ
の
認
定
区

分
に
分
け
ら
れ
、
認
定
区
分
に
応

じ
て
利
用
で
き
る
施
設
が
変
わ

り
ま
す
。

　

認
定
申
請
は
、
各
施
設
の
入

所
申
し
込
み（
12
月
ご
ろ
）と
同
時

に
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。詳

細
は
、
今
後
の
広
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま

た
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.

html

）で
新
制
度
の
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

子どもの年齢 利用希望施設 認定区分 利用できる施設・事業

満３歳～就学前
幼稚園 １号認定

認定こども園

幼稚園

保育園 ２号認定 保育園

満３歳未満 保育園 ３号認定 保育園

全年齢 なし 認定を受ける
必要なし 子育て支援事業

施設利用のための認定

【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 国保年金課 ☎ 0187-63-1111 内線 144

10月から保険証が新しくなります
国民健康保険被保険者証の更新

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）が
10
月
１
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す
。国
保
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、９
月
下
旬

に
世
帯
主
宛
て
に
加
入
者
全
員
分

の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。医
療

機
関
を
受
診
さ
れ
る
と
き
は
必
ず

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、70
歳
以
上
の
方
は
、負
担

割
合
を
表
示
し
た
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
と
一
緒
に
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

※
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、
各
自
で

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
の
重
複
加
入
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
民

健
康
保
険
の
保
険
証
が
届
い
た
方

は
、
市
役
所
で
国
保
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

①
国
民
健
康
保
険
と
職
場
な
ど
の

健
康
保
険
両
方
の
保
険
証

 

（
扶
養
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
方
の
保
険
証
も
必
要
）

②
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
等
）

③
印
鑑（
認
め
印
可
）

見本 見本

退職被保険者証 一般被保険者証

社会保険や共済など、新たに職場の健康保険に加
入した場合は、その加入日から国保の保険証を使
うことができません。
国保の保険証を使って医師の診療を受けた場合
は、後日その医療費を返還していただきます。
社会保険や共済などの保険証が届く前に診療を
受けるときは、社保・共済などに問い合わせくだ
さい。

注意事項
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▲ ▲

往時の旧池田氏庭園・本家庭園（昭和４年ごろと
推測）

Daisen City Public Relations 2014.95

【問い合わせ】
 文化財保護課 ☎ 0187-63-8972

「旧池田氏庭園」国指定10周年記念シンポジウム
祖庭・長岡安平顕彰と
旧池田氏庭園の魅力発信

平
成
16
年
２
月
に
県
内
の
庭

園
と
し
て
初
の
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
た
「
旧
池
田
氏
庭

園
」。今
年
で
国
指
定
10
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。市
で
は
、地
域

文
化
の
魅
力
再
発
見
と
発
信
の
機

会
と
な
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　

仙
北
平
野（
横
手
盆
地
北
部
）は
、古

代
か
ら
豊
か
な
大
地
が
広
が
る
地

域
で
、近
代
、多
く
の
地
主
が
誕
生

し
、そ
の
地
主
た
ち
を
中
心
に
庭
園

文
化
が
普
及
。近
代
造
園
の
祖
と
さ

れ
る
長
岡
安
平
に
よ
る
庭
園・公
園

の
造
営
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
手
盆
地
に
は
、県
内
最
大
規
模
の

地
主
に
し
て
東
北
三
大
地
主
の
一

人
で
あ
る
池
田
家
（
旧
池
田
氏
庭
園
）

の
ほ
か
、
横
手
市
増
田
町
の
商
業

地
主（
蔵
町
）が
成
立
す
る
な
ど
、
優

れ
た
近
代
文
化
遺
産
（
資
産
）
が
残

さ
れ
て
お
り
、旧
池
田
氏
庭
園
・
角

館・増
田
な
ど
を
結
ぶ
横
手
盆
地
の

連
携
も
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
指
定
10
周
年
を
迎
え
る
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
21
日（
日
）

 

午
後
１
時
開
演

 

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／

 

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

【
基
調
講
演
】

○「
祖
庭・長
岡
安
平
と
作
品
群 

旧

池
田
氏
庭
園
の
文
化
的
価
値
」東

京
農
業
大
学
教
授・服
部
勉
さ
ん

○「
旧
池
田
氏
庭
園
の
近
代
建
造

物
群
の
文
化
的
価
値
」
秋
田
公

立
美
術
大
学
教
授・澤
田
享
さ
ん

○「
旧
池
田
氏
庭
園
の
今
後
の
保

存
整
備
活
用
」旧
池
田
氏
庭
園
保

存
整
備
審
議
会
長
・
県
文
化
財

保
護
審
議
会
長・冨
樫
泰
時
さ
ん

【
発
表
】

 

金
足
農
業
高
校
造
園
緑
地
科

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
冨
樫
泰

時
さ
ん

○
パ
ネ
リ
ス
ト
・
服
部
勉
さ
ん
、澤

田
享
さ
ん
、池
田
家
16
代
当
主
・

池
田
泰
久
さ
ん
、
池
田
家
顕
彰

会
会
長
・
伊
藤
稔
さ
ん
、長
岡
安

平
顕
彰
事
業
実
行
委
員
・
為
永

一
夫
さ
ん

ジーザス・クライスト＝スーパースター
JESUS CHRIST

SUPERSTAR

舞台に広がるのは、土ぼこりが舞う草
木一つないパレスチナの荒野。そこで
熱気あふれる人間ドラマが、圧倒的な
リアリズムで描き出されます。
この衝撃的な舞台には、四季の想像力
が存分に発揮され、海外でも高い評価
を得てきました。時を経てもなお輝き
続ける劇団四季による珠玉の名作。熱
い鼓動が聞こえる舞台を、どうぞお見
逃しなく。

10月９日木 大曲市民会館
午後６時30分開演（午後５時45分開場）

【S席】8,000円【A席】6,000円【B席】3,000円

【問い合わせ】
 大曲市民会館（月曜休館）  ☎0187-63-8766

深
く
、熱
く
、魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
、劇
団
四
季
、衝
撃
の
舞
台
。

電
話
予
約

大曲市民会館　　　　 ☎0187-63-8766
劇団四季予約センター ☎0120-489444
ローソンチケット　　 ☎0570-084-002

※大曲市民会館、秋田県民会館、ローソン
で直接購入することもできます。

※インターネット予約（24時間受け付け）
は、SHIKI ON-LINE TICKET（http://489444.
com）

チケット好評販売中
よい席はお早めに！

売り切れ



助成対象となるのは「NSマーク」が表示されてい
て、市内の販売店で購入した機器です。

※
粗
大
ご
み
の
排
出
方
法
は「
ご
み
排
出
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
大
曲
】大
曲
／
加
藤
米
店
、商
栄
、青
森
商

店
、下
山
支
店
、市
役
所
食
堂
売
店
部
金
谷

商
事
、フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
グ
チ
、児
玉

精
肉
店
、Ｆ
Ｄ
マ
ル
ト
ク
、有
元
商
店
、サ
ン

ク
ス
大
曲
上
栄
町
店
、タ
カ
ヤ
ナ
ギ
桂
プ
ラ

ザ
、ホ
ー
マ
ッ
ク
大
曲
飯
田
店
、グ
ラ
ン
マ
ー

ト
飯
田
店
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
大
仙
飯
田
店
、
須

藤
酒
店
、イ
オ
ン
大
曲
店
、ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
よ
ね
や
、イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
、ギ
フ
ト

ハ
ウ
ス
い
と
う
、佐
友
商
店
、ロ
ー
ソ
ン
大
曲

黒
瀬
町
店
、グ
ラ
ン
マ
ー
ト
中
通
店
、グ
ラ

ン
マ
ー
ト
白
金
店
、サ
ン
ク
ス
大
曲
白
金
町

店 

花
館
／
コ
メ
リ
パ
ワ
ー
大
曲
店
、小
山
衣

料
・
靴
店
、ホ
ー
マ
ッ
ク
大
曲
店
、佐
藤
商

店（
下
大
戸
）、佐
々
木
商
店（
上
大
戸
）、佐
々

木
商
店（
花
館
上
町
）、佐
藤
商
店（
花
館
中
町
）、

ワ
タ
ナ
ベ
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
、小
山
酒
店
、

三
浦
た
ば
こ
屋
、セ
レ
ク
ト
、丸
重
商
店
、寺

田
薬
店
、斉
藤
酒
米
店 

内
小
友
／
仕
出
し
大

友
、小
松
酒
店
、
三
浦
商
店
、ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
大
曲
西
店 

大
曲
西
根
／
深

谷
商
店
、み
ち
の
く
サ
ー
ビ
ス
Ａ
Ｐ
Ｌ
内
売

店 

藤
木
／
鎌
田
商
店
、佐
長
商
店
、高
階
商

店
、高
長
商
店
、上
野
酒
店 

四
ツ
屋
／
ビ
フ

レ
大
曲
店
、カ
ネ
銀
佐
藤
商
店
、斉
忠
商
店
、

菊
地
プ
ロ
パ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
大
仙
高
屋
敷
店 

角
間
川
／
シ
メ
ヤ
マ
、イ
ナ
バ
金
物
店
、奈

良
商
店
、お
ぐ
に
ス
ト
ア
ー

【
神
岡
】
神
宮
寺
／
齊
藤
酒
店
、ウ
エ
ル
マ
ー

ト
神
岡
店 

北
楢
岡
／
石
山
呉
服
店

【
西
仙
北
】刈
和
野
／
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
刈

和
野
店
、サ
ン
ラ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
と
み
つ

か
、佐
々
木
興
業
、日
栄
堂
、若
松
呉
服
店
、

斎
藤
精
肉
店
、福
屋
商
店
、JA
秋
田
お
ば
こ

西
仙
北
支
店
西
仙
北
資
材
セ
ン
タ
ー
、逸
見

商
事
、黒
川
商
店
、よ
し
だ
文
具
店
、伊
松 

伊
藤
松
四
郎
商
店 

土
川
／
佐
々
木
商
店
、

小
野
喜
酒
店 

大
沢
郷
／
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア 

い
ま
つ
、鎌
田
鮮
魚
店
、福
田
商
店 

北
野
目

／
田
村
商
店

【
中
仙
】清
水
／
石
川
屋
商
店
、高
橋
商
店
、

村
上
商
店
、小
木
田
酒
店
、高
義
自
転
車
店 

長
野
／
秋
山
商
店
、平
鶴
商
店
、ロ
ー
ソ
ン

中
仙
町
店
、小
兵
肉
店
、熊
谷
電
機
店
、セ
ブ

ン
―
イ
レ
ブ
ン
大
仙
長
野
店 

北
長
野
／
ヤ

マ
ダ
、ホ
ー
マ
ッ
ク
中
仙
店
、高
吉
酒
店
、藤

田
菓
子
店 

豊
岡
／
小
松
商
店
、田
清
商
店
、

山
手
商
店
、鈴
木
酒
店
、菊
地
商
店 

豊
川
／

マ
ー
ト
ベ
リ
ー
タ
グ
チ
、門
脇
酒
店 

鴬
野
／

佐
藤
酒
店
い
と
う
、宮
城
商
店

【
協
和
】境
／
菅
原
衣
料
店 

船
岡
／
豊
嶋
満

商
店
、工
藤
商
店
、菅
原
酒
店 

峰
吉
川
／
Ｙ

シ
ョ
ッ
プ
し
ん
と
く 

上
淀
川
／
ウ
エ
ル
マ
ー

ト
協
和
店
、稲
葉
商
店 

小
種
／
工
藤
鮮
魚
店

【
南
外
】下
木
直
／
進
藤
商
店 

上
野
／
武
藤

商
店 

西
ノ
又
／
高
橋
酒
店 

山
王
台
／
佐
東

酒
店

【
仙
北
】戸
地
谷
／
サ
イ
ト
ー
商
会
、サ
ー
ビ

ス
・
な
か
じ
ま
、進
藤
商
事 

高
梨
／
後
藤
商

店
、JA
秋
田
お
ば
こ
仙
北
支
店 

払
田
／
優

モ
ア
か
い
ん
ど

【
太
田
】太
田
／
JA
秋
田
お
ば
こ
太
田
支
店

三
本
扇
／
藤
本
商
店 

横
沢
／
竹
屋
商
会
、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
太
田
店 

斉
内
／
高
橋
組
、

高
貝
商
店 

小
神
成
／
根
本
百
貨
店
、高
橋

和
三
郎
商
店

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
に
は

「
粗
大
ご
み
用
証
紙
」が
必
要
で
す

市内の粗大ごみ用証紙販売登録店一覧

循環型社会形成推進
キャラクター
「しげんくん」

6

万が一の火災発生時のために

住宅用火災警報器購入費助成
【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 総合防災課 ☎ 0187-63-1111 内線 288・289

市
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
か
ら
、
全
て
の

住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

煙
や
熱
を
い
ち
早
く
感
知
し
、

火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
。万
が
一
の
火
災
発
生
時
に

逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、
未
設
置
の

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
等
で
の

共
同
購
入
、個
人（
世
帯
）で
購
入
す

る
場
合
に
購
入
費
の
２
分
の
１
を

市
が
助
成
し
ま
す

◆
対
象
／
市
内
の
自
主
防
災
組

織
・
自
治
会
で
の
共
同
購
入
、市

内
在
住
の
方（
世
帯
）の
購
入

※
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、共
同
購
入

ま
た
は
個
人
購
入
の
い
ず
れ
か
で
す
。

※
昨
年
度
に
助
成
を
受
け
た
方
は
対
象

外
で
す
。

※
共
同
購
入
は
、購
入
の
手
間
が
軽
減
す

る
ほ
か
、悪
質
販
売
の
被
害
防
止
、一

括
注
文
の
個
数
に
よ
り
割
り
引
き
が

あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
助
成
額
／

 

共
同
購
入
お
よ
び
個
人
購
入
と

も
に
購
入
費
の
２
分
の
１

 

（
１
世
帯
５
０
０
０
円
が
上
限
）

◆
助
成
対
象
と
な
る
機
器
／

 

日
本
消
防
検
定
協
会
が
国
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
た
鑑
定
合
格
証
「
NS
マ
ー

ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し

た
も
の

◆
申
請
方
法
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
と
総
合
防
災
課
に
用
意

し
て
い
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の
／

①
印
鑑

②
領
収
書

③
通
帳

④
購
入
製
品
の
取
扱
説
明
書
な
ど

（
製
品
番
号
や
NS
マ
ー
ク
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
）

◆
申
請
期
限
／

 

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）
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９月は固定資産税３期
と国民健康保険税３
期、後期高齢者医療
保険料３期の納付月
です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

９月30日（火）

Tax Info.

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
雇
用
期
間
／
10
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
勤
務
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
土・日
を
含
む
週
３
日
程
度

◆
賃
金
／

 

時
給
６
９
０
円
〜
７
４
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
と
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
間
／
９
月
１
日
（
月
）

か
ら
５
日（
金
）ま
で

※
必
着

◆
面
接
日
時
／
９
月
12
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
69
）３
３
３
３

 
〒
０
１
４
―
０
１
１
３

 
掘
見
内
元
田
茂
木
７
―
１

仙
北
図
書
館
の

臨
時
職
員
を
募
集

臨時職員募集

９
月
９
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売

民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
４

◆
日
時
／
11
月
９
日（
日
）

 
午
後
２
時
開
演

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
全
席
自
由

 

前
売
り
券
／
千
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
仙
北
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
大
曲

市
民
会
館
、
中
仙
市
民
会
館

（
ド
ン
パ
ル
）、
協
和
市
民
セ
ン

タ
ー
（
和
ピ
ア
）ほ
か

◆
出
演
団
体
／
左
比
代
虎
舞
、

青
森
ね
ぶ
た
囃
子
、
藤
琴
豊

作
踊
り
、鳥
海
山
日
立
舞
、大

曲
農
業
高
校
太
田
分
校
郷
土

芸
能
部

【
問
い
合
わ
せ
】

 

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
69
）３
３
３
３

浄化槽セミナー
　県下水道課では、浄化槽
を設置している方や今後設
置を考えている方を対象に
した浄化槽セミナーを行い
ます。申し込みは不要です。
参加希望の方は直接会場に
お越しください。
◆日時／10月２日（木）
 午後６時30分～７時30分
◆会場／大曲地域職業訓練
センター（大曲田町）
◆参加費／無料
◆内容／浄化槽の使用上の
注意点、設置後の管理（法
定検査や保守点検など）

【問い合わせ】
 下水道課 内線292・293

出場者募集　

申
込
書
は
大
曲
市
民
会
館
に

請
求
す
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
大
曲
市
民
会
館
で
検
索
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
部
門・参
加
資
格
／

 

【
ピ
ア
ノ
、管
楽
器
】

 

高
校
生
以
上
30
歳
以
下

 

【
声
楽
】高
校
生
以
上

◆
参
加
費
／
１
部
門
１
万
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

費
を
同
封（
現
金
書
留
）

※
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
・

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
出
場
不
可

◆
申
込
期
限
／
11
月
20
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
、当
日
消
印
有
効

◆
大
会
日
程
／

 

【
予
選
】
平
成
27
年
１
月
10
日

（
土
）
正
午
〜
大
曲
市
民
会

館・大
ホ
ー
ル
、同
小
ホ
ー
ル

 

【
本
選
】
平
成
27
年
１
月
11
日

（
日
）
午
後
０
時
30
分
〜
大
曲

市
民
会
館・大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

第
27
回
大
仙
市
大
曲
新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル

参加者募集

結
婚
50
周
年
を
祝
っ
て

大
仙
市
金
婚
式

　

対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
、
申

出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、押
印
の
上
、大
曲
地
域
の
方

は
社
会
福
祉
課
に
、
そ
の
他
の

地
域
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。申
し
出
さ

れ
た
方
に
は
、
後
日
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
申
出
用
紙
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
と
社
会
福
祉
課
に
用
意
し
て

い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
対
象
／
今
年
度
中
に
結
婚
50

周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦（
昭
39

年
４
月
２
日
か
ら
40
年
４
月
１
日

ま
で
に
結
婚
）

◆
日
時
／
10
月
30
日（
木
）

 

午
前
10
時
〜

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

◆
申
出
期
限
／
９
月
18
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
出
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
７
５
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

Tax Info.

エクセル入門教室

◆対象／市内在住または在勤、
在学の18歳以上の方で、キー
ボードで基本的な文字入力が
できる方
◆日時／９月25日（木）・26日（金）
午前10時～午後４時
◆会場／大曲庁舎内互助会館３
階第１会議室
◆内容／エクセルを使った表計
算、グラフ作成など
◆定員／12人
◆受講料／500円（テキスト代）
◆申し込み開始／
 ９月２日（火）午前９時～
【問い合わせ・申し込み】
 情報システム課 内線383

受講者募集
○
犬
の
フ
ン
の
始
末
は

　
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

 

　

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土

地
に
フ
ン
を
放
置
す
る
こ
と

は
深
刻
な
迷
惑
行
為
。ペ
ッ

ト
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
小

さ
な
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
持
参
し
、
フ
ン
を
放
置

し
た
り
埋
め
た
り
せ
ず
に
、

必
ず
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す

　
　

犬
を
家
の
敷
地
外
に
放
し

た
り
、
引
き
綱
を
外
し
て
公

園
な
ど
で
走
ら
せ
た
り
す
る

行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う

鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、柵
や
檻

の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
犬
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
　

犬
を
登
録
し
た
際
に
交
付

さ
れ
る
鑑
札
は
犬
の
身
元
を

証
明
す
る
印
。万
が
一
、
犬
が

逃
げ
た
場
合
、
捜
索
す
る
手

掛
か
り
に
な
り
ま
す
。大
切

な
犬
を
守
る
た
め
に
必
ず
鑑

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課 

 

内
線
２
７
７

市
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

守
ろ
う
犬
の
飼
育
マ
ナ
ー ９月は固定資産税３期

と国民健康保険税３
期、後期高齢者医療
保険料３期の納付月
です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

９月30日（火）

　

選
考
は
筆
記
試
験
（
小
論
文
）

と
面
接
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
／

 

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
介
護
福
祉
士

の
資
格
が
あ
る
方

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
申
込
書
請
求
／

 
９
月
１
日（
月
）か
ら
申
込
書

を
交
付
し
ま
す
。市
役
所
総

務
課
と
市
立
大
曲
病
院
で
申

込
書
を
交
付
す
る
ほ
か
、
郵

便
請
求
も
で
き
ま
す
。
 

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に「
職
員（
介
護
員
）採
用

試
験
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
り
、郵
便
番
号
と
宛
先
を
明

記
し
た
返
信
用
封
筒（
角
２
型
）

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／

 

９
月
１
日
（
月
）
か
ら
24
日

（
水
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
、祝

日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
試
験
日
／

 

【
小
論
文
】

 

10
月
６
日（
月
）午
前
10
時
〜

 

【
面
接
】10
月
20
日（
月
）

◆
試
験
会
場
／

 

市
立
大
曲
病
院
２
階
会
議
室

◆
合
格
発
表
／
10
月
20
日（
月
）

※
大
曲
庁
舎
掲
示
板
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲

示
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
日
／
12
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】　

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
総
務
課

 

内
線
２
０
６

市
立
大
曲
病
院
に
勤
務
す
る
介
護
員
を
募
集

職員募集

不
審
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す

特
殊
詐
欺
に
注
意

　

市
内
で
警
察
官
を
名
乗
る
男

か
ら
の
不
審
電
話
に
よ
る
特
殊

詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

公
的
機
関
の
職
員
が
お
金
を
下

ろ
す
よ
う
指
示
し
た
り
、お
金
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
際
は
、個
人
情
報
を
明
か

さ
ず
電
話
を
切
り
、
消
費
生
活

相
談
室
ま
た
は
大
仙
警
察
署
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
不
審
電
話
の
内
容
】

「
詐
欺
の
犯
人
を
捕
ま
え
た
ら
あ

な
た
の
通
帳
（
ま
た
は
口
座
情
報
）

を
持
っ
て
い
た
。通
帳
か
ら
金
を

引
き
出
さ
れ
な
い
よ
う
、私
服
警

官（
ま
た
は
金
融
機
関
の
関
係
者
）が

金
を
取
り
に
行
く
の
で
渡
し
て

ほ
し
い
」と
い
う
内
容

【
問
い
合
わ
せ・相
談
】

 

消
費
生
活
相
談
室

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

 

大
仙
警
察
署

 

☎
０
１
８
７（
63
）３
３
５
５

市立大曲病院



EventHealthSafetyClass

▲▲▲ ▲

WantedInformation

　

大
曲
仙
北
雇
用
開
発
協
会
で

発
行
し
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
。毎
年
夏
に
発
行

し
管
内
の
高
校
２
年
生
に
配
布

し
て
い
る
も
の
で
、
地
元
企
業

へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
大
曲
仙
北
の
職
場
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
に
限
ら
ず
、
地
元
へ

の
就
職
を
考
え
て
い
る
方
に
も

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

企
業
対
策
課 

内
線
２
５
７

大
曲
仙
北
の
職
場
を
紹
介

ワ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

県
で
は
、
肢
体
に
障
が
い
が

あ
る
方
の
た
め
、義
足
・
装
具
な

ど
の
交
付
・
修
理
申
請
、身
体
障

害
者
手
帳（
肢
体
）交
付
申
請
に

必
要
な
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
30
日（
火
）午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
受
け

付
け
終
了
）

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑

※
義
足
・
装
具
な
ど
の
交
付
を
希
望

す
る
方
の
み
身
体
障
害
者
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
】

 

生
活
支
援
課 

内
線
１
７
７

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

参加者募集出場者募集

参加者募集　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家

族
同
士
が
勉
強
会
や
情
報
交

換
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
じ
て
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
語

り
合
い
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

心
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

や
不
安
、
悩
み
な
ど
を
話
す
だ

け
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

に
参
加
し
て
、会
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
／
９
月
10
日（
水
）

※
２
カ
月
に
１
回
開
催

◆
時
間
／

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

（
午
前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

 

同 

西
部

 

☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

認
知
症
の
方
と

家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

太田・西仙北・大曲地域の市長面会日

　市民の皆さんの市政に対する意見や提案など
を市長が直接お聞きします。面会を希望する方
は、希望する時間と意見や提案など面会内容を
お知らせください。
※民事に関わるものや宗教上・思想上の問題はご遠慮く

ださい。
◆期日／【太田】９月25日（木）
 【西仙北】９月29日（月）【大曲】９月30日（火）
◆時間／午前10時～正午（１人（組）30分）
◆会場／太田、西仙北、大曲の各庁舎
◆定員／各３人（組）
◆申込期限／【太田】９月17日（水）
 【西仙北・大曲】９月19日（金）
【問い合わせ・申し込み】
 太田、西仙北各支所市民サービス課
 秘書課（大曲） 内線263

第16回奥羽太田ロードレース大会
◆日時／10月11日（土）午前９時20分～
 （午前８時受け付け開始）
◆コース／日本陸連公認・奥羽山荘周辺特設コ
ース（２km、５km、10km）
◆参加費／【小・中学生】500円（市内の小・中学生は
無料）【高校生】1,500円【一般】２千円
◆申込期限／９月19日（金）
【問い合わせ・申し込み】
 太田公民館 ☎0187-88-1119

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
る
無
料
の
結
婚
相
談
会
。

「
大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会
」
な

ど
、
地
域
の
応
援
者
が
あ
な
た

の
大
切
な
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
方
、
独

身
の
子
ど
も
が
い
る
親
、
ま

た
は
家
族
の
方

◆
日
時
／
９
月
14
日（
日
）午
後

４
時
〜
、午
後
４
時
45
分
〜
、

午
後
５
時
30
分
〜
の
全
３
回

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（
Ａｎ
ｂｅ
ｅ
大
曲
２
階
）

◆
定
員
／
６
人
・
１
人
45
分（
予

約
制
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
日

受
け
付
け
可

◆
相
談
員
／
佐
藤
あ
や
子
さ
ん
、

菅
原
高
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

【
申
し
込
み
】

 

大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会

 

渡
邉
じ
ゅ
ん
子
さ
ん

 

☎
０
９
０（
２
８
８
０
）４
２
６
７

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

結
婚
に
向
け
た
、あ
な
た
の
大
切
な
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト

結
婚
応
援
相
談
会

Daisen City Public Relations 2014.99

初秋のさわやかな風を感じながら、自然美豊かな太田を駆け抜
けてみませんか。
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払田柵跡の外柵南門（写真撮影／秋山邦雄さん）

払田柵跡特
集

—遺跡を伝え 現代に生かす—



　
　
　
　

　　

払
田
柵
跡
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

１
２
０
０
年
前
の
平
安
時
代
の
初

め
ご
ろ（
西
暦
８
０
１
年
ご
ろ
）、
天
皇

を
中
心
と
す
る
律
令
国
家
に
よ
っ

て
こ
の
地
方
の
統
一
を
進
め
る
た

め
に
造
ら
れ
、政
治
と
軍
事
の
拠
点

と
な
っ
た
古
代
城
柵
遺
跡
で
す
。

　

指
定
面
積
は
約
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
歴
史
上
名
高
い
国
特
別
史
跡

多
賀
城
跡
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）
な
ど

と
並
ぶ
、東
北
最
大
級
の
古
代
城
柵

遺
跡
で
、近
年
は
多
く
の
日
本
史
の

教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
全
国
有

数
の
大
規
模
遺
跡
で
す
。

　

大
仙
市
と
美
郷
町
に
ま
た
が
る

払
田
柵
跡
が
発
見
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
、明
治
35
年
に
、乾
田
馬
耕

（
明
治
末
期
の
農
地
改
良
の
方
法
。排
水

を
よ
く
し
て
湿
田
を
乾
田
に
変
え
、
耕

地
整
理
を
し
、
馬
に
よ
る
耕
作
を
導
入

し
た
も
の
）
の
際
、
鋤す

き

先
に
引
っ
か

か
る
角
材
の
よ
う
な
不
思
議
な
埋

も
れ
木
が
出
土
し
た
こ
と
。昭
和

に
入
っ
て
か
ら
後
藤
宙
外（
作
家
・

郷
土
史
研
究
家
）
や
藤
井
東
一
（
池
田

家
払
田
分
家
支
配
人
）
ら
の
努
力
に

よ
っ
て
古
代
の
城
柵
跡
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昭

和
５
年
10
月
に
は
、
東
北
三
大
地

主
と
称
さ
れ
た
池
田
家
の
絶
大
な

支
援
の
下
、
文
部
省
嘱
託
の
上
田

三
平
に
よ
る
本
格
的
な
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
翌
年
の
昭
和
６
年
３

月
に
は
秋
田
県
初
の
国
指
定
史
跡

と
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
以
前
、
埋
も
れ
木
は
鋤す

き

起
こ
し
の
支
障
と
し
て
引
き
抜
か

れ
、
た
ん
す
や
げ
た
の
材
料
に
な

っ
た
り
、ま
き
に
し
て
燃
や
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。千
年
の
時
を

超
え
て
出
土
し
た
不
思
議
な
埋
も

れ
木
が
、
古
代
遺
跡
の
存
在
を
私

た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

昭和49年▶秋田県教育庁払田柵
跡調査事務所開設。学術調査を
開始
昭和57年▶発掘調査成果に基づ
き環境整備事業開始。常陸宮殿
下（今上天皇の弟宮）・同妃殿下が
政庁跡をご視察される
平成元年▶年輪年代測定により
使用されている材木の数本が西
暦800年、または801年伐採と判
明。払田柵跡の創建期が801年ご
ろと特定される
平成６年▶発掘調査成果と復元
考証に基づく外柵南門の復元が
竣工。ガイダンス施設（払田柵総
合案内所）も整備
平成９年▶払田柵跡オリジナル
アニメ「払田柵物語」、交声曲「こ
の大地より」制作。払田柵跡を活
用したイベント「まつり『彩夏せ
んぼく』」、「よみがえる平安の
柵」が始まる
平成10年▶払田柵跡地内の「ふ
るさと歴史の広場」（野外復元整
備地）がグッドデザイン賞（公益
社団法人日本デザイン振興会主催）
を受賞
平成13年▶払田柵跡築柵千二百
年記念事業実施。町民劇場「払田
柵物語」を上演。柵の案内人「ほた
るの会」が活動を開始
平成19年▶第62回秋田わか杉国
体・採火式の会場の一つとなる
平成25年▶外郭北門の一部復元
（立体表示）が完了。古代城柵では
全国初の東西南北の外郭四門整
備となる

11
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秋
田
県
は
、
史
跡
払
田
柵
跡
の

解
明
に
あ
た
る
た
め
、
昭
和
49
年

に
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査

事
務
所
を
開
設
し
、
同
年
か
ら
５

年
で
１
単
位
の
、
中
期
計
画
を
立

案
し
て
継
続
的
な
発
掘
調
査
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
事
務
所
は
、
昭
和
49
年
に

旧
仙
北
町
公
民
館
内
に
開
設
。昭

和
54
年
４
月
、旧
公
民
館
内
か
ら
、

現
在
の
払
田
分
家
庭
園
駐
車
場
の
位

置
に
、プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
を
建
設
。

さ
ら
に
昭
和
56
年
10
月
、
払
田
柵

跡
の
外
柵
南
門
前
に
秋
田
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る

と
同
時
に
、
同
セ
ン
タ
ー
内
へ
事

務
所
を
移
転
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
５
年
単
位
の
計
８

次
に
わ
た
る
40
年
間
の
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、巨
大

城
柵
の
実
像
に
迫
る
多
く
の
調
査

成
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
史
跡
の
復
元
整
備
等
に
生
か

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

律
令（
各
種
法
律
な
ど
の
基
本
法
典
）

に
基
づ
き
、戸
籍
を
作
り
、税
を
集

め
、軍
兵
を
配
置
し
東
北
地
方
を
治

め
た
律
令
国
家
。つ
ま
り
、
当
地
方

に
お
け
る
行
政
の
原
点
と
し
て
の

痕
跡
が
、考
古
学
上
の
成
果
か
ら
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。古

代
の
人
々
の
活
動
の
跡
、日
本
の
古

代
社
会
の
あ
り
さ
ま
が
少
し
ず
つ

解
き
明
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　

数
多
く
の
調
査
成
果
の
中
で
画

期
的
な
成
果
の
一
つ
が
、年
輪
年
代

測
定
法
で
判
明
し
た
材
木
塀
に
使

用
さ
れ
た
角
材
の
伐
採
年
で
す
。

　

外
柵
に
使
用
さ
れ
て
い
た
複
数

の
材
木（
ス
ギ
）が
、
西
暦
８
０
０
年

や
８
０
１
年
に
伐
採
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。こ

の
成
果
で
、払
田
柵
が
造
ら
れ
た
の

は
、西
暦
８
０
１
年
ご
ろ
と
特
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
木
の
年
輪
は
、
１
年
ご
と
に
形
成

さ
れ
、猛
暑
・
冷
夏
の
よ
う
な
広
範
囲

に
わ
た
る
大
き
な
気
候
変
動
な
ど
や
、

そ
の
年
の
気
温・日
照
時
間
な
ど
の
気

象
条
件
に
よ
っ
て
年
輪
幅
が
大
き
く

変
化
し
ま
す
。こ
の
傾
向
は
、
同
じ
年

代
の
樹
種
で
あ
れ
ば
、ど
の
樹
木
で
も

同
じ
と
な
り
ま
す
。伐
採
年
の
判
明

し
て
い
る
数
多
く
の
樹
木
か
ら
年
輪

幅
の
変
動
パ
タ
ー
ン
を
作
成
し
、暦
年

標
準
パ
タ
ー
ン
を
作
り
出
し
、そ
れ
に

試
料
材
木
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
伐
採

年
を
導
き
出
す
方
法
で
す
。測
定
に

は
、
試
料
材
木
の
最
も
外
側
の
年
輪

が
必
要
で
す
の
で
、一
部
に
外
皮
が
残

っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

   

　

い
ま
だ
未
解
明
の
払
田
柵
の

歴
史
上
の
名
称
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
説
が
唱
え
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
は
、主
要
な
説

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
無
名
不
文
の
遺
跡
説
】

　

昭
和
５
年
の
調
査
に
あ
た
っ

た
、
史
跡
調
査
員
の
上
田
三
平

が
唱
え
た
説
。歴
史
書
（
正
史
）

に
記
録
さ
れ
な
い
無
名
不
文
の

遺
跡
と
し
た
。払
田
柵
に
あ
え

て
固
有
名
詞
を
あ
た
え
る
こ
と

を
避
け
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。

【
山
本
郡ぐ

ん

衙が

説
】

　

山
本
郡
の
役
所
で
あ
る
と
す

る
説（
古
代
、こ
の
付
近
が
山
本
郡

と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
）。発
掘

調
査
に
よ
り
遺
跡
の
規
模
や
内

容
が
判
明
し
た
こ
と
で
近
年
こ

の
説
は
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
。

【
河

か
わ
の

辺べ
の

府ふ

説
】

　

後
藤
宙
外
が
唱
え
る
河
辺

府
説
と
、新
野
直
吉
氏
・
船
木
義

勝
氏
が
唱
え
る
説
が
あ
る
。新

野
・
船
木
両
氏
の
説
は
、延
暦
23

年（
８
０
４
年
）、秋
田
城
か
ら
の

国
府
移
転
先
と
し
て
の
河
辺
府

説
。

解明された謎、残る謎



【
雄
勝
城
説
】

　

続
日
本
紀
（
し
ょ
く
に
ほ
ん

ぎ
）
に
記
述
の
あ
る
天
平
宝
字

３
年
（
７
５
９
年
）
に
完
成
し
た

雄
勝
城
で
あ
る
と
す
る
説
。現

在
で
は
、
年
輪
年
代
測
定
の
成

果
に
よ
り
論
拠
年
代
に
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
。

【
移
転
雄
勝
城
説
】

　

雄
勝
郡
に
創
建
さ
れ
た
雄
勝

城
が
北
進
し
、
新
た
に
造
営
さ

れ
た
と
す
る
説
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
再
び
雄
勝
郡
に
戻
っ
た

と
す
る
説
。

【
第
２
次
雄
勝
城
説
】

　

熊
田
亮
介
氏
ら
が
唱
え
る

説
。移
転
説
で
は
あ
る
が
、
論
拠

と
し
て
日
本
紀
略
（
歴
史
書
）
に

あ
る
延
暦
21
年
（
８
０
２
年
）
正

月
の
記
述
で
あ

る
「
越
後
国
の

米
、
佐
渡
国
の

塩
を
毎
年
大
量

に
雄
勝
城
に
送

る
こ
と
」な
ど
に

基
づ
く
説
。
出

羽
国
の
一
府
二

城
体
制
な
ど
、

古
代
軍
制
史
研

究
か
ら
こ
の
説

を
補
完
す
る
意

見
も
あ
る
。

　
　

　
み
な
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
現
在

の
払
田
柵
跡
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ

う
な
姿
で
し
ょ
う
か
。２
階
建
て
の
立

派
な
門
が
建
っ
て
い
て
、門
を
く
ぐ
る

と
長
大
な
大
路
。さ
ら
に
進
む
と
、
丘

の
上
に
は
広
々
と
し
た
政
庁
跡
が
広

が
っ
て
い
て
、見
回
す
と
、奥
羽
の
青

い
山
脈
や
、時
に
は
鳥
海
山
の
遠
景
も

見
え
る
仙
北
平
野
を
一
望
で
き
る
古

代
の
丘
…
。

　
実
は
、
昭
和
49
年
に
調
査
が
始
ま

る
以
前
は
、
丘
の
裾
野
に
は
多
数
の

民
家
が
建
ち
並
び
、
丘
は
や
ぶ
に
覆

わ
れ
た
う
っ
そ
う
と
し
た
杉
林
だ
っ

た
の
で
す
。遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

立
体
表
示
や
芝
生
の
広
場
、
眺
望
の

高
台
な
ど
は
す
べ
て

今
か
ら
32
年
前
の
昭

和
57
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
環
境
整
備
事
業

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
調
査
事
務
所
が
開

設
さ
れ
た
昭
和
49
年

（
１
９
７
４
年
）４
月
か

ら
ち
ょ
う
ど
20
年
後

の
節
目
の
年
、
平
成

６
年（
１
９
９
４
年
）３

月
に
、
外
柵
南
門
が

つ
い
に
実
物
大
で
復

元
さ
れ
ま
し
た
。

1 2 3 4
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外柵南門
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ごとう ちゅうがい［1866-1938］本名寅
之助。仙北地域出身の小説家・評論家で
明治から大正にかけて文壇で活躍。帰
郷後、旧六郷町長を務める傍ら、東北の
歴史研究に取り組み、「払田柵」が古代
城柵であることを発見する。

後藤宙外 -Chugai Goto-

　

払
田
柵
を
発
見
し
、
古
代
の
城

柵
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
の

が
明
治
文
壇
で
知
ら
れ
る
作
家
・

後
藤
宙
外
で
す
。

　

明
治
35
年
ご
ろ
、
千
屋
村（
現
在

の
美
郷
町
）の
坂
本
理
一
郎
氏
が
、所

有
す
る
農
地
で
乾
田
馬
耕
を
行
う

た
め
深
く
溝
を
掘
っ
た
際
に
、
土

に
埋
も
れ
て
い
た
お
よ
そ
２
０
０

本
の
ス
ギ
の
角
材
を
発
見
し
ま
し

た
。一
方
、
大
正
８
年
か
ら
２
期
８

年
に
わ
た
っ
て
旧
六
郷
町
長
を
務

め
、当
時
、東
北
地
方
の
考
古
学
や

歴
史
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

た
宙
外
は
、
こ
れ
ら
の
角
材
が
規

則
的
・
連
続
的
に
並
ん
で
い
た
こ

と
や
、
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
も

の
も
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
。歴
史

書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
城
」「
柵
」

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

遺
跡
全
体
の
輪
郭
を
つ
か
ん
だ

宙
外
は
、
昭
和
４
年
か
ら
昭
和
５

年
の
は
じ
め
に
か
け
て
「
仙
北
郡

高
梨
村
払
田
柵
址
略
図
」を
作
成
。

払
田
柵
跡
の
位
置
な
ど
を
絵
図
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
５
年
に
は
高
梨
村

（
現
在
の
仙
北
地
域
）
で
郷
土
沿
革
史

編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
遺
跡
発
掘
調
査
に
参
加
し
、

主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。調
査
で
は
外
柵
西
門
跡
や
外

柵
角
材
列
な
ど
を
発
見
し
、
払
田

柵
跡
が
古
代
城
柵
で
あ
る
こ
と
を

実
証
。払
田
柵
跡
が
世
間
に
注
目

さ
れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、文
部

省
調
査
の
実
施
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

遺跡に立つ後藤宙外
池田家関係者の遺跡発掘現場視察の様子

（写真右端が藤井東一）

払田柵跡外柵南門付近から見た風景（昭和５年頃撮影）

「払田柵跡」を伝えた人
守った人



　

仙
北
地
域
の
大
地
主
・
池
田
家

の
払
田
分
家
の
支
配
人
だ
っ
た
藤

井
東
一
は
、
払
田
柵
跡
国
指
定
の

立
役
者
の
ひ
と
り
。払
田
柵
跡
を

発
見
し
た
後
藤
宙
外
を
師
と
し
て

尊
敬
し
、池
田
家
の
理
解
の
下
、遺

跡
の
究
明
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
東
一
は
、宙
外
と
協
力
し
、手
製
の

鉄
棒（
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
）で
地
面
を
突
き

刺
し
歩
き
、
延
々
と
続
く
柵
木
を
調

査
し
実
測
図
を
作
成
。東
一
の
熱
意

が
、結
果
と
し
て
池
田
家
や
村
、県
、

そ
し
て
国
を
動
か
し
た
の
で
す
。

　
東
一
は「
ホ
イ
ド
清ス

水ズ

」と
呼
ば
れ

　平成14年に設立された「史跡の里づ
くり委員会」。払田柵跡を中心とした地
域おこしをしようと「よみがえる平安
の柵」（写真1）、「まつり『彩夏せんぼく』」
（写真2）、「払田柵の冬まつり」（写真3）
の３つのイベントを企画・運営してい
ます。委員長の佐藤力哉さんに活動に
込められた思いを伺いました−。

る
井
戸
か
ら
多
数
の
墨
書
土
器

と
、
文
字
が
書
か
れ
た
木
片
を

採
取
し
た
際
に
は
、「
木も

っ

簡か
ん

と

云
う
も
の
に
よ
く
似
て
居
る
」

と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

木
簡
が
古
代
遺
物
と
し
て
認
識

さ
れ
る
の
は
、
戦
後
の
平
城
宮

跡
発
掘
調
査
か
ら
。払
田
柵
跡

は
日
本
に
お
け
る
木
簡
研
究
の

先
駆
け
と
な
っ
た
遺
跡
で
あ
り
、

東
一
の
見
識
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。ま
た
、
全
国
の
数
々

の
史
跡
調
査
に
携
わ
っ
た
上

田
三
平
は
、「
障
害
の
多
い
大

規
模
な
発
掘
調
査
を
順
調
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

３
０
０
人
を
数
え
る
発
掘
作

業
員
を
効
率
的
に
配
置
し
、上

田
の
指
導
に
従
い
丹
念
に
調

査
を
進
め
た
東
一
の
お
か
げ

だ
」、と
後
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
６
年
の
国
指
定
の
年

に
村
を
中
心
に
「
払
田
柵
址

保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
す

が
、
す
で
に
そ
の
前
年
の
昭

和
５
年
、
藤
井
東
一
は
遺
跡

の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
構

想
を
地
元
新
聞
に
発
表
し
て

い
ま
す
。６
項
目
に
わ
た
る

保
存
の
方
法
と
希
望
は
、
現

代
に
通
じ
る
き
わ
め
て
先
見

的
な
内
容
で
す（
以
下
要
約
）。

①
柵
列
と
門
柱
跡
に
標
柱
を

建
て
た
い
②
柵
列
は
掘
っ
た

状
態
で
見
学
さ
せ
た
い
③
出
土
品

の
陳
列
所
を
造
り
た
い
④
実
物
大

の
原
型
を
新
造
し
て
往
昔
の
当
時

を
し
の
ば
せ
た
い
⑤
遺
構
の
位
置

を
入
れ
た
平
面
図
の
作
成
と
発
掘

時
の
写
真
を
掲
げ
た
い
⑥
遺
跡
を

探
訪
す
る
小こ

径み
ち

を
作
り
、
丘
陵（
長

森
・
真
山
）
に
植
林
し
て
柵
跡
と
一

体
に
し
て
名
勝
と
し
た
い—

　

東
一
は
、こ
れ
ら
の
項
目
の
ほ
と

ん
ど
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。当
時
、

唯
一
叶
わ
な
か
っ
た
の
は
、④
の
主

要
な
遺
構
を
実
物
大
で
復
元
さ
せ

る
こ
と
。東
一
が
描
い
た
夢
は
、
国

指
定
か
ら
63
年
後
の
平
成
６
年
３

月
、「
外
柵
南
門
の
復
元
」で
、現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ふじい とういち
［1888-1945］後藤宙
外が払田柵の調査の
際に拠点としていた
池田家払田分家の支
配人。宙外とともに
払田柵の調査に尽力
し遺跡の国指定に大
きな役割を果たす。

藤井東一 -Toichi Fujii-

史跡を生かして
地域づくりに取り組む
史跡の里づくり委員会（仙北）

「地 中に眠る柵の上に子どもたち
が旗を立て、払田柵の全体像

を再現する『よみがえる平安の柵』。将
来ここを離れても史跡の大きさを覚え
ておいてもらいたいです。夏まつりはお
盆の帰省時期に開催しています。里帰
りした人はぜひ来てください。帰省客
も地域住民も、まつりを通してふるさと
の史跡を思い出してくれればと思いま
す。冬まつりのメーンは『蝦

か

夷
い

ほたる』。
ミニかまくらにロウソクを灯してホタ
ルを表現したもの。千個の灯りと史跡
が織りなす光景はとても幻想的です。
　払田柵跡には、芝生の広場や散歩で
きる場所がたくさんあります。特に
子どもたちは広い芝生を喜んで
くれるでしょう。地元の人はもち
ろん、市内に住む皆さんに気軽
に来てほしい。たくさんの人の
憩いの場になってほしいです」

佐藤力哉さん
（史跡の里づくり委員会委員長）

1 2

3

15



16

小学生に払田柵跡の説明をするボランティア

外郭東門（平成２年復元）

外郭北門（平成25年復元）

史跡整備のいま・みらい

　　
平
成
25
年
12
月
に
竣
工
し
た
外
郭

北
門
の
一
部
復
元
整
備
は
、
今
後
の

外
郭
北
東
部
の
整
備
事
業
の
起
点
と

な
る
工
事
で
し
た
。文
化
庁
復
元
検

討
委
員
会
で
平
成
17
・
18
年
度
に
承

認
を
受
け
、
23
年
度
に
屋
根
形
状
変

更
を
承
認
さ
れ
た
、「
史
跡
払
田
柵

跡
・
外
郭
北
東
部
建
物
復
元
検
討
」に

基
づ
き
、今
後
、文
化
庁
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
次

の
よ
う
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
軍
事
色
の
濃
い
築つ

い

地じ

塀べ
い

と
櫓

や
ぐ
ら

　

払
田
柵
跡
は
行
政
や
儀
式
の
拠

点
で
あ
り
、
ま
た
蝦え

み
し夷

と
呼
ば
れ

た
在
地
民
を
統
治
下
に
組
み
入
れ

る
た
め
の
軍
事
の
拠
点
で
も
あ
り

ま
し
た
。木
で
で
き
た
柵
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
払
田
柵
。実
は
創
建
期

の
外
郭
線
の
大
部
分
は
築
地
塀（
版

築
と
い
う
技
法
で
土
と
粘
土
を
交
互
に

つ
き
固
め
て
造
っ
た
塀
・
左
図
❶
）で
囲

わ
れ
た
強
固
な
城
壁
で
囲
ま
れ
て

お
り
、
防
御
施
設
と
し
て
櫓
（
周
辺

の
見
張
り
や
矢
・
石
な
ど
で
の
攻
撃
に
使

う
建
物
・
左
図
❷
）が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
当
時
の
軍
事
的
緊
張
感
を
表

す
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
板
の
図
面
や
説
明
文
だ
け
で

は
伝
え
き
れ
な
い
、軍
事
拠
点
と
し
て

の
実
像
を
伝
え
る
た
め
、
築
地
塀
と

櫓
の
復
元
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
四
重
列
の
角
材
列

　
整
備
計
画
地
内
に
は
、
３
回
の
建

て
替
え
を
意
味
す
る
四
重
列
の
角
材

列（
材
木
塀
の
根
も
と
部
分
・
左
図
❸
）の

遺
構
が
極
め
て
良
好
な
状
態
で
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
、来
場

さ
れ
た
方
が
現
地
で
見
学
で
き
る
よ

う
に
保
護
盛
り
土
の
上
層
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ

（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
模
型
で

遺
構
を
再
現
す
る
計
画
で
す
。

○
外
郭
東
門
の
重
要
性

　
外
郭
東
門
は
、
政
庁
東
方
の
実
務

域
と
直
結
し
て
お
り
、陸
路
で
つ
な
が

る
陸
奧
国（
現
在
の
岩
手
県
）の
志
波
城

や
胆
沢
城
と
の
連
絡
の
際
の
玄
関
口

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
重
要
な
場

所
。東
門
の
南
側
に
は
、
土
塁（
土
を
台

形
型
に
積
み
上
げ
た
城
壁
）
状
に
現
在
も

築
地
塀
の
遺
構
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
門
の
南
側
を
実
物
遺

構
展
示（
現
状
保
存
）、
北
側
を
実
物
大

で
復
元
し
、
１
２
０
０
年
の
時
を
超

え
、
門
の
両
側
を
比
較
し
て
見
学
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、美
郷
町
域
に
所
在
す
る
外
柵

東
門
跡
も
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、将

来
の
相
互
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、史
跡
を
保
存
す
る
た
め
、

史
跡
の
主
要
部
分
を
公
有
地
化
（
買

上
げ
）し
て
い
ま
す
。ま
た
、払
田
柵
跡

の
場
合
は
、
最
大
の
特
徴
で
あ
る
角

材
列
な
ど
の
木
質
遺
構
・
遺
材
を
腐

食
や
損
壊
か
ら
守
ろ
う
と
、
保
護
の

た
め
土
を
盛
り
、
木
質
遺
構
の
保
存



❷櫓

払田柵跡の復元河川で行われた魚のつかみ捕り体験

広々とした史跡内には複数の休憩所を設置

広場でグラウンドゴルフを楽しむ人々

に
欠
か
せ
な
い
地
下
水
の
水
位
観
測

を
行
う
な
ど
の
保
護
す
る
た
め
の
手

だ
て
を
取
り
は
か
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
遺
跡
を
公
有
地
化
し
た

り
、保
護
す
る
た
め
に
土
を
盛
っ
た
り

す
る
だ
け
で
は
、原
野
が
広
が
る
遊
休

公
有
地
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。遺
跡
の

価
値
を
伝
え
、
遺
跡
を
現
代
に
生
か

す
た
め
に
は
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

　
整
備
に
は
多
種
多
様
な
手
法
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、史
跡
に
は
一
つ
一

つ
に
個
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
た
整
備
手
法
を
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、文
化
庁
・
県
の
指
導
助
言

の
下
、
学
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る
払

田
柵
跡
環
境
整
備
審
議
会
（
黒
崎
直
会

長
）の
審
議
を
経
て
、
環
境
整
備
事
業

の
計
画
を
つ
く
り
、
払
田
柵
跡
に
ふ

さ
わ
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
大
曲
の
花
火
」
で
全
国
に
知
ら

れ
て
い
る
「
だ
い
せ
ん
」。市
で
は
、

そ
の
高
い
知
名
度
を
生
か
し
な
が

ら
、「
払
田
柵
跡
」や「
旧
池
田
氏
庭

園
」
の
よ
う
な
歴
史
遺
産
の
価
値
を

高
め
、
広
く
発
信
し
て
い
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。市
の
歴
史
遺

産
を
地
域
づ
く
り
や
市
民
活
動
に
活

用
す
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
そ
う
し
た
活
動
は
文
化
庁
を

は
じ
め
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。払
田
柵
跡
は
、仙
北
平
野
を

一
望
で
き
る
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
、
広
々
と
し
た
開
放
感
あ
ふ
れ
る

緑
地
を
生
か
し
、
野
外
博
物
館（
フ
ィ

ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）の
機
能
を
持

つ
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
。歴
史
に

興
味
を
持
つ
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
な
ど
を
楽
し

み
た
い
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

身
近
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の

場
を
目
指
し
ま
し
た
。こ
の
史
跡
を

利
活
用
し
た
公
園
づ
く
り
は
評
判
を

呼
び
、
平
成
10
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
（
施
設
部
門
）
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。現
在
で
は
、史
跡
案
内
を
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
参
加
で
き
る
歴
史
学
習
イ

ベ
ン
ト
を
地
元
団
体
が
企
画
し
た
り

と
、史
跡
の
維
持
・
活
用
へ
の
市
民
参

加
が
進
ん
で
い
ま
す
。

築地塀と櫓の復元予定図（一部）
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❶築地塀

❸ 四重列の角材列

築地塀

櫓

↗

←



いまだに正式名称が分か
らないなど、謎に満ちた
「払田柵跡」。そんな多くの
〝不思議〟を皆さんに紹介
しています。見晴らしのい
い政庁跡からは六郷、横
手、角館方面が一望できま
すし、広い芝生もあります。
ぜひ遊びに来てください。

伊藤茂昭さん
（柵の案内人「ほたるの会」会長）

三浦優翔さん
（仙北中１年）

小学生のとき、柵が埋ま
っている場所に旗を立て
る「よみがえる平安の柵」
に参加し払田柵跡の大き
さに驚きました。昔から
大切に守られてきた遺
跡。僕たちやこれからの
世代も大事にしていきた
いと思います。

田口朋美さん
（「彩夏せんぼく」に参加）

通勤のときに通る場所。
自転車でよく来た場所。
親となった今は子どもを
連れて遊びに来る場所。
とても身近な場所です。
昔は意識しなかったけれ
ど、身近に遺跡があると
いうことは、とても貴重
なことだと感じます。

山崎京子さん
（払田の柵売店会会長）

地元の人たちがつくった
花や野菜、手作りのかご、
手芸品、古代米を使った
麺、干し餅など他にはない
商品がいっぱいです。売
店は払田柵跡の見学者や
地元の人の憩いの場。絆
と輪が広がります。気軽に
立ち寄ってくださいね。

　

文
化
財
保
護
法
第
１
条
の

条
文
に
文
化
財
保
護
の
目
的

が
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
文
化
財
を
保
存
し
、
且

つ
、そ
の
活
用
を
図
り
、も
つ

て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資

す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化

の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」。 

　

全
国
有
数
の
穀
倉
地
帯
で

あ
る
仙
北
平
野
。ゆ
た
か
な

郷
土
の
歴
史
と
文
化
は
、
払

田
柵
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。秋
田
県
で
最
初
の

国
指
定
史
跡
で
あ
る
払
田
柵

跡
を
知
る
こ
と
が
、
郷
土
の

文
化
を
知
り
、
次
代
へ
つ
な

が
る
活
用
を
考
え
る
き
っ

v o i c e
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か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。今

回
の
特
集
は
、
古
代
以
前
か

ら
現
代
ま
で
連
綿
と
続
く
歴

史
と
文
化
を
も
つ
郷
土
を
知

り
、
文
化
遺
産
を
守
り
伝
え

て
き
た
郷
土
の
先
人
た
ち
へ

の
誇
り
を
も
と
う
、
と
い
う

思
い
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。

　

後
藤
宙
外
が
書
き
残
し
た

文
章
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
と
忘
れ
が
ち
な
、「
文

化
遺
産
や
地
域
の
歴
史
、
伝

統
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
」
を
現
代
の
私
た

ち
に
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
「
現
実
的
目
前
主
義
に
墜

ち
て
し
ま
う
と
過
去
も
未
来

も
無
意
味
に
な
る
。遠
い
祖

先
か
ら
絶
え
ず
流
れ
来
た
生

命
の
伝
統
を
基
礎
に
、新
し
い

文
化
の
建
設
に
つ
と
め
ね
ば

な
ら
ぬ
。町
村
の
発
展
は
住

民
の
愛
郷
心
に
よ
っ
て
成
り
、

愛
郷
心
は
郷
土
の
歴
史
を
知

る
心
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
。」

（
昭
和
２
年
・
六
郷
郷
土
史
一
斑
序

文
）

特
集
「
払
田
柵
跡—

遺
跡
を

伝
え
現
代
に
生
か
す
―
」（
了
）

i n f o R m a t i o n

払田柵跡の調査を指導してきた秋田大学名誉教授の新野直吉さ
んと、国立歴史民俗博物館名誉教授の岡田茂弘さんによる講演会
を開催します。入場料は無料です。
■日時／９月７日（日）	 午後１時30分～
■会場／仙北ふれあい文化センター
※	講演会に参加された方に発掘調査40周年記念誌を贈呈します。
※	JR大曲駅東口から会場まで無料シャトルバスを用意しています。
　JR大曲駅東口発／午後０時50分・午後１時10分
　	仙北ふれあい文化センター発／講演終了後（午後４時10分頃出発の予定）

払田柵跡調査40周年記念講演会

昭和６年に県内初の国指定史
跡となった「払田柵跡」。ところ
が終戦後、社会混乱の中で人々
から忘れ去られ、荒廃が進みま
した。そうした危機的状況を目
の当たりにし、史跡の保存に立
ち上がったのが新野さんです。
秋田大学教授だった昭和46年、
秋田魁新報に払田柵跡保存の
重要性を力強く訴える記事を
寄稿。遺跡保存活動の動きを現
代に再び沸き起こしました。

払田柵跡に関する貴重な調査資料や写真などを展示します。払田
柵跡についてより深く学べる機会ですので、ぜひご来場くださ
い。入場料は無料です。
■日時／９月１日（月）～平成27年３月１日（日）
■会場／秋田県埋蔵文化財センター	特別展示室

企画展「払田柵跡 -巨大城柵の実像に迫る-」

新野直吉さん
（秋田大学名誉教授）

講師
紹介
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民謡継承祭典～民謡を次世代へ唄い踊り継ぐ～
　民謡と手踊りの名人が次代の担い手に手本を披露、指導します。フィナーレは、名人と次代の担い手たちが
共演し、民謡の素晴らしさや継承していく大切さを伝えます。
◆日時／10月26日（日）正午（午前11時開場） ◆会場／大曲市民会館・大ホール ◆入場料／無料
【問い合わせ】「民謡継承祭典」実行委員会 ☎0187-66-1406

音楽でつながろう2014 みんなの校歌コンテスト
　学校の統廃合により失われていく校歌や思い出の母校の校歌を大切に歌い継いでいこうと、個人やグルー
プなどで参加し校歌を披露するコンテストを行います。
◆日時／９月28日（日）午後１時（正午開場） ◆会場／中仙市民会館（ドンパル） ◆入場料／無料
【問い合わせ】音楽でつながろうプロジェクト坂本さん ☎090-4311-5726

　国民文化祭は、全国各地でさまざまな文化活動に親しんでいる個人や団体が、日頃
の活動成果や実力を披露し、交流する「国内最大の文化の祭典」です。昭和61年から毎
年開催され、秋田では初めての開催です。伝統芸能、音楽、舞踊、舞踏、文芸、美術、アー
トプロジェクトなど県内全25市町村でさまざまな事業が実施され、市内でも市主催
事業・県民参加事業のほか市支援の多彩な事業が行われます。

　日本古来の和火、輸入された洋火、割物・創造花火の変遷や進化の再現、内閣総理大臣賞受賞者８人による
割物花火の競演など、伝統と新たな挑戦の花火が夜空を彩ります。
◆日時／10月11日（土）午後７時～８時 ◆会場／花火大橋雄物川上流右岸河川敷 ◆観覧席／２千円（小学生以上）
【問い合わせ】 国民文化祭県民参加事業「大曲の花火」実行委員会（大曲商工会議所内） ☎0187-62-1262

伝統×挑戦 日本の花火 大曲の花火

　第29回国民文化祭・あきた2014のフィナーレイベントで
行われる「刈和野の大綱引き」参加者と閉会式一般入場者を
募集しています。応募方法など詳細は問い合わせください。
◆日時／11月３日（月・祝）
◆申込期限／９月16日（火）
○閉会式
　時間／午後２時10分～午後５時20分
　会場／秋田県民会館（秋田市）
　内容／大日堂舞楽（鹿角市）実演、式典、ミュージカル
 「未来への架け橋」
○フィナーレイベント
　時間／午前10時～午後３時
　会場／ エリアなかいち・広小路・中土橋（秋田市）
　内容／県内の国指定重要無形民俗文化財などの実演・披露
【問い合わせ】
　秋田県国民文化祭推進局 ☎018-860-1558

第29回国民文化祭・あきた2014
フィナーレイベント「刈和野の大綱引き」・
閉会式参加者募集

第29回国民文化祭・あきた2014
１カ月前カウントダウンイベント

　第29回国民文化祭・あきた2014の開催を１カ月後に
控え、市内や県内で行われるイベントの出演者がパフォ
ーマンスを披露します。市内からは大曲高校書道部、民
謡継承祭典の出演者が出演します。開幕に向けて盛り上
がるステージをぜひご覧ください。
◆日時／９月６日（土）午後１時30分～
◆会場／ イオンモール大曲１階花火の広場
【問い合わせ】
　秋田県国民文化祭推進局 ☎018-860-1551

カウントダウンイベント
&フィナーレイベント・
閉会式

県民参加事業
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　青少年囲碁普及活動についてのトークセッションやパネルディスカ
ッション、開催を記念した子ども囲碁大会や教室、指導碁を行います。

囲碁サミット2014in大仙
囲碁文化の継承を目指して～全国に芽生え
た青少年囲碁普及活動の現在と未来

◆期間／10月４日（土）から11月３日（月・祝）まで
◆時間／午前９時～午後４時30分（最終入場午後３時30分）
◆会場／旧池田氏庭園
◆公開整備協力金／１人200円
※ 【イベントデー（弦楽五重奏・郷土芸能ほか）】10月25日（土）【華道展示】
10月４日（土）から11月３日（月）まで※公開生け込み10月17日（金）【茶道呈
茶】10月18日（土）・19日（日）・25日（土）・26日（日）、11月１日（土）・２日（日）【琴
演奏】10月18日（土）・25日（土）､ 11月１日（土）【句会】10月20日（月）から
23日（木）まで､ 27日（月）から30日（木）まで【棋士囲碁対局】11月１日（土）

国指定名勝 旧池田氏庭園「秋の園遊会」
～和のこころを彩るおもてなしの共演～

○木村伊兵衛特別写真展、秋田美人フォトコンテスト作品展示
　期間／10月４日（土）から11月３日（月・祝）まで
　時間／午前10時～午後４時
　会場／大曲交流センター
○シンポジウム、秋田美人フォトコンテスト公開審査と表彰式
　日時／10月11日（土）午前10時～午後４時
　会場／大曲市民会館・小ホール
　 審査員／田沼武能さん（写真家）、石黒健治さん（同）、織作峰子
さん（同）、金子隆一さん（写真評論家）、西木正明さん（作家）※シ
ンポジストは田沼さん、金子さん、石黒さん、大野源二郎さん（写真家）

秋田の美×写真の力
今よみがえる、木村伊兵衛の世界

【問い合わせ】生涯学習課☎0187-63-1111 内線339

市内関係イベント

市主催事業

○囲碁サミット
　日時／10月４日（土）午後１時30分～５時
　会場／大曲市民会館・小ホール
　入場料／無料
○子ども囲碁大会・囲碁教室・指導碁
　期日／10月５日（日）
　時間／【囲碁教室・指導碁】午前10時～正午
               【子ども囲碁大会】午後１時～
　会場／仙北ふれあい文化センター

　昭和の写真界を代表する故木村伊兵衛氏が愛した秋田の美と、
写真の表現力をテーマに、祭典「秋田の美×写真の力」を開催します。

　旧池田氏庭園を舞台に茶道・華道・俳句・琴など日本文化でおもてな
し。イベントデーには弦楽五重奏・郷土芸能の発表などを開催します。
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125第30回ふるさと西仙まつり
（８月15、17日・西仙北）

348彩夏せんぼく2014（８月15日・仙北）
67910夏まつり大曲2014（８月17日・大曲）
11第４回太田の夏まつり（８月２日・太田）
1213角間川盆踊り（８月16日・大曲）
14第１回南外盆踊り（８月16日・南外）
15第30回ドンパン祭り（８月16日・中仙）

だい
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Photo Sketch in Daisen-Summer Festival 2014
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広報見聞録

　大曲地域の国指定重要文化財「古四王神社本殿」で
見学会が開かれました。
　古四王神社本殿は室町時代末期の元亀元年（1570年）
に建立。明治41年に県内唯一の特別保護建造物とし
て、また、昭和６年には建造物として県内初の国宝とな
り、昭和25年に国重要文化財の指定を受けました。
　見学会は、地域の良さを見直す活動に取り組む曲陽
会（武田覺会長）が地域枠予算を活用して実施。普段閉
鎖している本殿の扉を開放したほか、建物をライトア
ップしました。来場者はガイドの説明に耳を傾けなが
ら、幻想的な空間に浸っていました。

［写真］ライトに照らされ風情ある佇まいを見せる古四王神社

早稲田大学応援部がパフォーマンスを披露
勇猛な応援でイベントを盛り上げる

国指定重要文化財古四王神社本殿で見学会
地域の歴史遺産の素晴らしさを伝える

　早稲田大学応援部による応援パフォーマンスが８
月９日、大曲市民会館で行われました。
　パフォーマンスは９月20日に開幕する第36回全県
500歳野球大会の抽選会・代表者会議のオープニング
イベントとして行われたもの。同部は８月５日から８
月14日までの10日間、協和体育館などを練習会場に合
宿を実施。市はスポーツを活用したまちづくりなどを
目的に実施しているスポーツ合宿等推進交流事業の
一環として合宿練習を支援しました。
　今回のステージでは、同部副将で女性として初めて

東京６大学応援団
連盟の委員長を務
める小暮美季さん
が迫力ある演技を
披露。500歳野球
大会の激戦に臨む
チームの代表にエ
ールを送りました。

［写真］応援部副将の
小暮さんの勇ましい
応援パフォーマンス

12自然と親しみながら動植物の生態系を学んだ子どもたち

　夏休み親子環境学習「昆虫博士になろう」が８月１
日に大曲の姫神ハイツで、同「さかな博士になろう」が
８月６日に中仙の斉内川で行われ、市内の小学生とそ
の保護者101人が参加しました。
　子どもたちに自然との触れ合いのなかで環境保護
について考えてもらおうと、市が毎年実施している体
験型学習。地域に生息する昆虫や水生生物の採取体験
と観察のほか、専門スタッフによる動植物の生態系な
どについての解説が行われました。
　参加した子どもたちは、身近な山や川などふるさと
の貴重な自然を守ることの大切さを学びました。

夏休み親子環境学習
ふるさとの貴重な自然を大切に

　第29回わんぱく相撲中仙場所が７月29日、中仙小
学校相撲場で行われ、同小の他、清水、豊川、豊岡小の
児童36人が参加しました。
　相撲を愛好する子どもたちが一堂に会してその技
を交換し合い、相撲を通じて互いの友情を深めてもら
いたいと、中仙地域４小学校と中仙相撲連盟（花津谷洋
一会長）が連携して行っている大会。４・５・６年生の学
年別に団体、個人、勝ち抜き戦の３部門で熱い取組が
行われました。体育着にまわし姿の女子児童も参加。
男子児童を寄り切りや投げ技で翻弄するなど、力強い
相撲で会場をにぎわせました。

わんぱく相撲中仙場所
土俵で元気に〝はっけよい〟

［写真］子どもたちの真剣勝負に歓声が上がった「わんぱく相撲」

1 2
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　ニッコウキスゲ観賞和賀岳登山が７月12日に行わ
れ、市内外の登山愛好者40人が和賀岳山頂を目指し歩
きました。
　薬師岳登山口の甘露水口をスタート。ブナの自然林
に囲まれた登山道を進み、薬師岳山頂から和賀岳山頂
へ向かいました。途中の薬師平では、登山道の両脇に
咲く黄色鮮やかなニッコウキスゲの群落を観賞。参加
者は一面の緑と黄色のコントラストを楽しみました。
　10月には、紅葉観賞登山を予定していますので、ぜ
ひ参加ください。

［写真］ニッコウキスゲを鑑賞しながら登山道を歩く参加者

ニッコウキスゲ観賞和賀岳登山
美しいニッコウキスゲに参加者も笑顔

【だいせんニューストピックス】

　亀田街道・雄清水まつりが８月３日、西仙北地域の
大沢郷宿地内で行われました。
　旧亀田藩の殿様が参勤交代で江戸往復の際に通っ
たとされる亀田街道の昔をしのぼうと、亀田街道まつ
り実行委員会（佐々木義実委員長）と雄清水を守る会（斎藤
久会長）が毎年開催。亀田街道を歩くイベントには地域
住民や秋田大学と国際教養大学の学生など約40人が
参加し、着物や江戸時代の旅人の姿など往時の衣装を
身に付け亀田街道を歩きました。また、同地内にある湧
水地「雄清水」の広場では、かき氷やわたあめなどが振
る舞われたほか、イワナのつかみ取りや流しそうめん
などが行われ、参加者は夏らしい催しを楽しみました。

亀田街道・雄清水まつり
往時をしのび杉並木を歩く

12江戸時代の衣装に身を包み亀田街道を歩く参加者

1 2

12江戸時代の衣装に身を包み亀田街道を歩く参加者

1 2

大仙市成人式
新成人679人がさらなる飛躍を誓う

　平成26年度大仙市成人式が８月15日、大曲市民会館
で開かれました。
　今年の成人式の対象者は、大仙市在住、または出身
で、平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生
まれた方。対象者840人（男性422人・女性418人、前年度比22
人減）のうち679人が出席し、友人たちとの久々の再会
を笑顔で喜び合いました。
　式典では、実行委員長の佐々木千晶さん（西仙北西中
出身）が「現代社会はさまざまな問題をはらみ、私たち
の前に立ちはだかっているが、歩みを止めず前進する
強い意思を持ち続けたい」とあいさつ。また、新成人を
代表して橋場拳太さん（中仙中出身）と茂木綺華さん（大
曲中）が「成人としての自覚と責任をもち、この日進月
歩の世の中で物事をしっかりと見極め、決断と行動を
繰り返していくことで成長していきたい」と誓いの言
葉を述べました。

1 壇上であいさつを述べる実行委員長の佐々木さん
2 	「成人者誓いのことば」を述べた茂木さん（写真左）と橋場さん
3679人が参加した成人式
4 	式典会場では参加者同士が旧交を温める風景
5 アトラクションでは大仙市出身でシンガーソングライター
のYUKAさんと毛利大介さんが歌で新成人の門出を祝福

1 2

3

4 5
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1 	剛柔流空手道誠和会（大曲空手道スポーツ少年団
［藤原聖一代表］、神岡空手道スポーツ少年団［髙橋悟
代表］・団員計70人）

【 全日本空手道連盟剛柔会第40回全国空手道選
手権大会】
加藤拓さん（大曲中２年・写真後列左から１人目）
	 中学２年男子組手の部／第１位
佐藤ひなさん（西仙北小１年・写真前列左から３人目）
	 小学１・２年女子形の部	／第１位
	 小学１年女子組手の部／第２位
髙橋とこさん（大曲小１年・写真前列左から１人目）
	 小学１年女子組手の部／第３位
黒川史登さん（神岡小２年・写真前列左から２人目）
	 小学１・２年男子形の部／第１位
太田迅さん（西仙北小３年・写真前列左から５人目）
	 小学３・４年男子形の部／第３位
木村柊陽さん（神岡小４年・写真後列左から５人目）
	 小学３・４年男子形の部／優秀賞
黒川朝陽さん（神岡小４年・写真後列左から６人目）
	 小学３・４年男子形の部／優秀賞
佐藤朝陽さん（西仙北小５年・写真後列左から４人目）
	 小学５・６年女子形の部	／優秀賞
髙橋ひのきさん（大曲小５年・写真後列左から２人目）
	 小学５年女子組手の部／第３位

【 第２回東北少年少女空手道選手権大会】
佐藤ひなさん（西仙北小１年・写真前列左から３人目）
	 小学１年女子形の部／第１位
木村陽登さん（神岡小１年・写真前列左から４人目）
	 小学１年男子形の部／第３位
木村柊陽さん（神岡小４年・写真後列左から５人目）
	 小学４年男子形の部／第３位
髙橋ひのきさん（大曲小５年・写真後列左から２人目）
	 小学５年女子組手の部／第３位
黒川梨々花さん（神岡小６年・写真後列左から３人目）
	 小学６年女子形の部／第３位
【東北中学校総合体育大会】（2・3）
2大曲中学校サッカー部（大坂哲也顧問・部員数58人）
　 第35回東北中学校サッカー大会／第３位
　※	写真左から戸澤永輝さん（大曲中３年）、戸澤成輝

さん（同３年）、菅原悠之介さん（同３年）
3 	加藤杏菜さん（大曲中１年）
　第44回東北中学校卓球大会	女子個人戦／第３位
　※	大曲中学校女子卓球部（福田裕司顧問・部員数22

人）所属
4 協和小学校ブラスバンド部（斎藤聡顧問・部員数24人）
　 第２回秋田県小学校バンドフェスティバル／
優秀賞

　※	写真左から秋山凜音さん（協和小６年）、佐藤燿平さん（同）

The Track of Glory

日ごろの練習と努力の成果を発揮し、さまざ
まな分野で優れた成績を収めた「だいせん」

の子どもたち。その活躍の記録をご紹介します。     
※７月20日～８月19日成績報告受け付け分

1 2

3 4

25

広報見聞録
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８月号・８月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想20

今回寄せられたのは　20通

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。

お知らせ版 だいせん日和

www.city.daisen.akita.jp

今回の放送は可聴エリアを測定する試験放送を兼ねてい

ます。ご自宅で「良く聞こえる」「聞こえるがノイズが入る」

「聞こえない」などの聞こえ具合をお知らせください。

ラジオを聞いた日時と番組内容、住所、氏名、電話番号

をはがき、またはファクス、メールで開局準備事務所ま

でお知らせください（様式は自由）。報告していただいた

方には、FMはなび特製ポストカードを差し上げます。

▶聞こえ具合の報告はこちらへ

　〒 014-0024  大曲中通町４-15

 大仙市コミュニティFM開局準備事務所

 ℻ 0187-88-8249　　cfm@city.daisen.akita.jp

【問い合わせ】 大仙市コミュニティFM開局準備事務所 ☎0187-88-8246

会場の熱気と、に
ぎわいを生中継！

「大曲の花火ウィ
ーク」「大曲の花火

」

花火ウィークの楽しさ、

「大曲の花火」の熱気と興奮

全て伝えます！

FMはなびイベ
ント放送

８月17日にス
タートする「大曲

の花火ウィーク
」、23日に開催

される「大曲の花
火」

おらほのラジオ「
FMはなび」が、

おらほのまちの
にぎわいを生中

継します！

だいせん広 報
2014

8月
vol.225

広 報

時間 番組

10:10
～

17:00

飛びだそう
「夏まつり大曲」

▶子どもたちのエネル
ギー大爆発「第 44 回
子ども樽みこし・20 団
体がみこしを担いでパ
フォーマンス
▶おおまがり大ラーメン
フェス など

17:00
～

21:00

まだまだ続く
夏まつり大曲

▶夜の部オープニング
（大曲中吹奏楽部・合唱
部、大曲小おおぞら学
年、大曲昭和 48 年会、
大曲太鼓道場 ほか）
▶おどりの広場
▶クロスストリート花火・
ファイナル花火

21:00
～

22:00

イベント PICK UP
▶ 21 日からのイベント
紹介、天気予報

時間 番組

16:00
～

17:00

今日のイベント
PICK UP

毎日が「だいせん日和」
▶市からの行政情報

17:00
～

21:00

光と音と食の
エンターテインメント

「大曲の花火ウィーク」
▶ステージイベント（大
曲小和太鼓部、栗林聡子）
▶ライトアップ in 花火
ウィーク（夢灯りプロ
ジェクト・高橋かおる）
▶ FM はなび PR 番組
▶メッセージ花火、至
福の花火
▶まち散歩―〝まちなか〟
のにぎわいを伝えます !!

21:00
～

22:00

イベント PICK UP
▶22日のイベント紹介、
天気予報

時間 番組

14:00
～

15:00

今日のイベント
PICK UP

毎日が「だいせん日和」

15:00
～

21:00

「大曲の花火ウィーク」
▶ステージイベント（大
仙市民謡愛好会、大曲
太鼓道場、本城奈々、
青谷明日香、Choji）
▶メッセージ花火、至
福の花火
▶まち散歩

21:00
～

22:00

イベント PICK UP
▶23日のイベント紹介、
天気予報

22:00
～

翌 8:30

朝まで交通情報
オールナイトで
交通情報を伝えます
▶市内の道路状況、駐
車場の満空情報などの
交通情報を毎時０分に
定期的にお知らせ

※放送時間と内容は、イベントの進捗状況などにより変更となる場合がありますので、ご了承ください。

8 /23 土8 /22 金8 /21 木 時間 番組

8:30
～

10:00

毎日が「だいせん日和」

創造花火半世紀
「大曲の花火」の
魅力に迫る！

10:00
～

18:00

いよいよ開幕！
「大曲の花火」

▶ステージイベント（安
藤兄弟、Pramo、毛利大
介、大仙市民謡愛好会、
麹 屋 り ん り ん、Choji、
石川コウ、ワタナビーチ、
きいやま商店）
▶まち散歩（音楽とトー
クしながら、まちなか
レポート）
▶交通情報 ほか

18:00
～

22:00

創造花火半世紀
完全中継 !! 第 88 回
全国花火競技大会
解説／花火研究家・

小西亨一郎さん

22:00
～

翌 2:00

ありがとう
「大曲の花火」

▶帰りの渋滞状況や駐
車場の状況など交通情
報をお知らせ

8 /17 日

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り

おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2014

8月
vol.224

よっ
しゃ
ー！

夏だ
ー！

プールで水遊び（７月17日・なかせんワイワイらんど）

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
仙
市
に
引
っ
越
し
て
３
年
目

に
な
り
ま
す
が
、内
容
の
充
実

さ
に
い
つ
も
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ

シ
ピ
「
枝
豆
と
チ
ー
ズ
入
り
ジ
ャ
ガ

イ
モ
餅
」
を
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま

し
た
。
１
歳
の
子
ど
も
も
喜
ん
で
食

べ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
身

近
な
旬
の
食
材
レ
シ
ピ
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
写
真
の
男
の
子
、
と
っ
て
も

い
い
表
情
で
す
ね
。
プ
ー
ル
に
入
り

た
く
な
り
ま
し
た
。

　
大
曲　
30
代
女
性

昨
年
、大
仙
市
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。毎
月
、
市
内
の
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
載
っ
て
い
る
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。特
に
担
当
者
コ

ラ
ム
を
読
む
の
が
好
き
で
す
。こ
れ
か

ら
も
広
報
を
と
お
し
て
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
集
め
、
大
仙
市
の
こ
と
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
20
代
女
性

国
際
交
流
員
の
マ
イ
ル
ズ
・
ニ
ー

ル
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。大
仙
市
民
の
１
人
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
は
、寂
し
い
か
ぎ
り
で

す
。ま
た
の
お
越
し
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。次
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
詳

し
く
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

大
曲　
30
代
男
性

花
火
ウ
ィ
ー
ク
と
夏
ま
つ
り
、

ど
れ
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

今
年
も
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。天
気
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

神
岡　
60
代
男
性

花
火
ウ
ィ
ー
ク
の
情
報
が
分
か

り
や
す
く
載
っ
て
い
た
の
で

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

南
外　
70
代
男
性

毎
月
読
ん
で
い
ま
す
。色
彩
が
き

れ
い
で
す
ね
。大曲　

70
代
男
性

広
報
見
聞
録
で
地
元
の
情
報
を

い
ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま

す
。毎
号
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
と

て
も
楽
し
み
で
す
。「
杜
仲
め
ん
」
は

大
好
き
な
の
で
、
当
た
っ
た
ら
ぜ
ひ

家
族
み
ん
な
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
。こ
れ
か
ら
も
「
だ
い
せ
ん
日
和
」

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

大
曲　
50
代
女
性

国
際
交
流
員
の
マ
イ
ル
ズ・ニ
ー

ル
さ
ん
、大
仙
市
に
来
て
喜
ん

で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。ぜ
ひ
、

ま
た
こ
の
地
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
れ
か
ら
夏
ま
つ
り
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
協
和　
50
代
女
性

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。暑

い
日
が
続
き
ま
す
ね
。表
紙
の

子
の
涼
し
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
で
最
終
回
と
な
っ
た
マ
イ
ル

ズ
・
ニ
ー
ル
さ
ん
の
「
だ
い
せ
ん

体
験
記
」。
少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
。

母
国
に
帰
っ
て
も
大
仙
市
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

大
曲　
20
代
男
性

表
紙
の
な
か
せ
ん
ワ
イ
ワ
イ
ら

ん
ど
の
子
ど
も
の
笑
顔
、な
ん

と
も
い
え
な
い
表
情
に
元
気
が
出
て

き
ま
す
。こ
の
夏
を
な
ん
と
か
乗
り

切
ろ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
！

協
和　
60
代
男
性

国
際
交
流
員
マ
イ
ル
ズ・ニ
ー
ル

さ
ん
の
「
だ
い
せ
ん
体
験
記
」

が
最
終
回
で
し
た
ね
。自
転
車
屋
さ

ん
の
お
話
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。ま
た
大
仙
市
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。待
っ
て
ま
す
よ
！

神
岡　
50
代
女
性

へ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。主

婦
の
私
に
と
っ
て
の
悩
み
「
毎
日
の

献
立
」
が
解
消
さ
れ
ま
す
。材
料
は
地

場
産
で
作
り
方
も
詳
し
く
載
っ
て
い

る
し
、す
ご
く
お
い
し
い
で
す
ね
。

協
和　
60
代
女
性

「
枝
豆
と
チ
ー
ズ
入
り
ジ
ャ
ガ

イ
モ
餅
」
は
私
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
一
品
で
す
。家
族
も
き
っ

と
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
40
代
女
性

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

「
枝
豆
と
チ
ー
ズ
入
り
ジ
ャ
ガ

イ
モ
餅
」に
挑
戦
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

家
族
か
ら
好
評
で
し
た
。

　

寿
百
歳
の
お
二
方
に
あ
や
か
り
た

い
も
の
だ
と
切
に
思
い
ま
し
た
。

大
曲　
50
代
女
性
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印
刷
産
業
機
械
の
大
手
製
造
メ
ー

カ
ー
・
株
式
会
社
ミ
ヤ
コ
シ
の
グ
ル

ー
プ
企
業
と
し
て
昭
和
56
年
に
旧
太

田
町
で
操
業
を
開
始
し
た
宮
腰
精
機

株
式
会
社（
宮
腰
巖
代
表
取
締
役
社
長
）。

現
在
、太
田
地
域
に
国
見
工
場
、西
仙

北
地
域
に
刈
和
野
工
場
、
北
野
目
工

場
と
、市
内
３
カ
所
に
工
場
を
構
え
、

各
種
業
務
用
印
刷
機
な
ど
を
生
産
し

て
い
ま
す
。国
見
工
場
と
刈
和
野
工
場

が
連
携
す
る
こ
と
で
、製
品
の
受
注
か

ら
設
計
、製
造
、納
品
ま
で
の
作
業
全

て
を
市
内
の
工
場
で
行
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

製
造
し
て
い
る
の
は
、
請
求
書
や

運
送
伝
票
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な

ど
の
印
刷
に
使
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
フ

ォ
ー
ム
印
刷
機
や
、宝
く
じ
や
通
帳
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
印
刷
に
使
わ

れ
る
証
券
印
刷
機
、
歯
磨
き
粉
チ
ュ

ー
ブ
等
の
曲
面
印
刷
機
な
ど
。出
荷

先
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
タ
リ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
や
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
お

よ
そ
14
カ
国
に
販
路
を
広
げ
、
堅
調

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
進
歩
が
目
覚
ま
し
い
電
子

媒
体
や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
な
い

特
殊
印
刷
（
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ラ
ベ
ル
シ
ー

ル
な
ど
）の
分
野
を
さ
ら
に
強
化
し
た

い
考
え
で
す
。

　

ま
た
、北
野
目
工
場
で
は
、県
産
の

ラ
ピ
リ
（
火
山
れ
き
）
を
材
料
に
し
た

住
宅
建
築
用
の
内
装
材
を
製
品
化
す

る
事
業
も
開
始
。事
業
の
多
角
化
に

も
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

産業用印刷機を世界に発信！

宮腰精機株式会社（太田・西仙北）
	 製造品目／業務用印刷機
　従業員数／国見工場（太田）		 139人
　　　　　　刈和野工場（西仙北）	 86人
				※従業員数は全て正規雇用者の数

ペアーレ大仙キッチンスタジオの「おいしい！」レシピ

高橋	由佳	さんペアーレ大仙専属管理栄養士　高橋由佳さん

ナスの肉詰め
〜エリンギの代わりにシイタケ、シメジなどを入れてもＯＫ！〜

① 長ナスは縦半分に切り、縁を少
し残して身をくり抜き、くり抜
いた身は粗く刻む。皮は安定さ
せるために、底になる部分をピ
ーラーでむき、水につけておく。
エリンギも粗く刻んでおく。

② ボウルにひき肉と〈Ａ〉を加え、
粘りが出るまで混ぜる。①の刻
んだナスとエリンギを入れて
混ぜ合わせる。

③ ①の皮の水気を拭き、内側に薄

力粉を振り、②を詰める。
※ 隙間があるとはがれやすくなるの
で、縁が隠れるようにしっかり詰
める。

④ フライパンにサラダ油を入れ、
ペーパーで薄くのばす。③を肉
側から入れて中火で焼く。焼き
色が付いたら返して、ふたをし
て弱火で10分蒸し焼きにする。

⑤ 四等分に切って皿に盛り、ポン
酢をかけ、大葉を散らす。

【作り方】

【材料（４人分）】　　　 	
長ナス…………………… ２本
エリンギ ………………… 中２本

（約50ｇ）
合ひき肉 ………………… 150ｇ
　　酒…………………… 大さじ½
　　しょうゆ…………… 小さじ１

　　薄力粉……………… 小さじ１
　　塩こしょう ………… 少々
　　チューブにんにく  少々
サラダ油 ………………… 小さじ１
ポン酢…………………… 適宜
大葉 ……………………… ４枚

今回の案内人は（写真左から）高橋清修
事業開発部次長、松渕正夫監査役、宮腰
巖代表取締役社長、天川靖宏工場長です

ペアーレ大仙のキッチ
ンスタジオでは各種料
理教室を開催していま
す。興味がある方はぜひ
参加してくださいね。

Ａ

Ａ

no.01だいせんものづくり図鑑

【問い合わせ】
	 ペアーレ大仙	☎0187-63-8600
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秋
田
県
が
誇
る
（
？
）
２
０
１
２
年
度

ラ
ン
キ
ン
グ
。男
性
は
堂
（々
？
）の

第
１
位
、女
性
は
第
３
位
！
こ
れ
は
何
で
し

ょ
う
？
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
問
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
、お
分
か
り

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
こ
れ
は
胃
が
ん
の
死
亡
率
で

す
。秋
田
県
は
胃
が
ん
の
死
亡
率
に
関
し
て

１
９
６
０
年
代
か
ら
常
に
上
位
を
維
持
し

て
き
ま
し
た
。２
０
１
２
年
の
男
子
で
は
最

下
位
の
沖
縄
県
と
は
約
３
倍
も
の
開
き
が

あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
原
因
と
し
て
は
何
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
今
一
番
重

要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
菌
で
す
。胃
の
中
に
住
ん
で
い

る
細
菌
で
胃
が
ん
の
原
因
の
み
な
ら
ず
、

胃
潰
瘍
の
原
因
と
し
て
も
有
名
で
す
。ま

た
、
高
塩
分
食
も
胃
が
ん
の
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
て
お
り
、
秋
田
県
が
上
位
を
維

持
し
て
い
る
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。他
に

は
焦
げ
や
喫
煙
等
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
原
因
を
排
除
す
る
こ
と
が
胃

が
ん
の
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
の
に
重
要

な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
胃
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
最
近
は
治
療
も
大
分

進
歩
し
て
き
て
い
て
、
早
期
が
ん
だ
と
内

視
鏡
治
療
で
根
治
で
き
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。開
腹
し
て
胃
を
摘

出
す
る
必
要
が
無
く
な
る
の
で
す
。

で
は
早
期
発
見
の
た
め
に
は
何
が
必

要
か
？
こ
れ
も
ま
た
当
た
り
前
の

答
え
で
す
が
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
す
ね
。検
査
と
い
え
ば
バ
リ
ウ
ム

検
査
と
内
視
鏡
検
査
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思

い
ま
す
。バ
リ
ウ
ム
検
査
は
主
に
検
診
で

受
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。短
時

間
で
苦
痛
無
く
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
検
診

の
一
環
と
し
て
こ
れ
を
活
用
し
、
健
康
管

理
に
役
立
て
て
、
そ
し
て
普
段
酷
使
し
て

い
る
胃
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
非
常
に
有
用
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。内
視
鏡
検
査
、こ
れ
は
で
き
れ
ば

受
け
た
く
な
い
検
査
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
確
か
に
苦
し
い
検
査
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
や
す
い
で
す
が
、
最
近

で
は
高
性
能
な
経
鼻
内
視
鏡
も
開
発
さ

れ
、
以
前
よ
り
も
苦
痛
が
か
な
り
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
何
よ
り
も
早
期
が

ん
の
発
見
に
か
な
り
の
威
力
を
発
揮
し
て

く
れ
ま
す
。１
㌢
以
下
の
早
期
が
ん
を
い

か
に
し
て
見
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
腐

心
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
胃
粘
膜
の

凹
凸
や
色
調
の
変
化
を
直
接
観
察
で
き
る

内
視
鏡
検
査
が
現
時
点
で
は
他
の
検
査
に

取
っ
て
代
わ
れ
な
い
の
は
お
分
か
り
か
と

思
い
ま
す
。ま
た
内
視
鏡
検
査
を
う
け
て

胃
潰
瘍
や
胃
粘
膜
の
慢
性
炎
症
（
萎
縮
と
い

い
ま
す
）を
認
め
た
場
合
は
ピ
ロ
リ
菌
の
検

査
が
で
き
ま
す
。ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
場
合

は
で
き
る
限
り
早
い
う
ち
に
除
菌
し
た
方

が
良
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
も

内
視
鏡
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。い
ず
れ

に
せ
よ
、
バ
リ
ウ
ム
や
内
視
鏡
と
い
っ
た

胃
の
検
査
を
定
期
的
に
受
け
て
、
不
名
誉

な
記
録
か
ら
早
く
脱
却
し
ま
し
ょ
う
！

大曲仙北医師会
こにし胃腸内科
小西　永晃　院長

福田町21-23-13
☎ 0187--88--8871　

A Talk about 
“Let's have a stomach examination!"

不名誉な記録から脱却を！
～胃の検査は定期的に受けましょう～

※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています



Daisen City Public Relations 2014.929

がんの予防と早期発見・早期治療に
がん検診コール・リコール

　市では今年度から、がんの予防と早期発見・早期治
療を目指し、県と協力してコール・リコール事業（個別
受診勧奨）を行っています。大曲厚生医療センターに委
託し、今年度は子宮頸がん検診の未受診者を対象にが
ん検診の受診を電話で呼びかけています。
　がんの予防、早期発見・早期治療のために検診を受
けましょう。

　指定された日に受診できない方、またはお住まいの地域
の会場以外で受診したいという方は、健診（検診）期間中で
あればどの会場でも受診できます。
　当日申し込みでも受診できます。事前に健診（検診）申し
込みしていない方で希望する方はお住まいの地域の健康
増進センター各分室（中央・西部・東部）にご連絡ください。
◆期日・会場／

◆健診（検診）の内容／肺がん等検診、特定健診、後期高
齢者健診、30歳・35歳の血液健診、肝炎ウイルス検診、
前立腺がん検診、大腸がん検診

期日 会場 受付時間
９月12日（金）

大曲交流センター

①午後１時15分
～２時

②午後３時
～３時45分

16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
24日（水）

はぴねす大仙25日（木）
26日（金）
29日（月） 大曲武道館
30日（火）

内小友公民館
10月１日（水）

２日（木）
角間川公民館

３日（金）
６日（月）

大曲武道館
７日（火）
８日（水）

藤木公民館
９日（木）
10日（金） 大川西根公民館
14日（火）

花館公民館
15日（水）
16日（木）

四ツ屋公民館
17日（金）
20日（月）

大曲武道館
21日（火）

【大曲地域】

接種を勧めています
二種混合予防接種（ジフテリア・破傷風）

　二種混合（ジフテリア・破傷風）定期予防接種を行って
います。二種混合予防接種は、三種混合（ジフテリア・百
日ぜき・破傷風）予防接種終了後に追加接種することで
免疫効果がより高まります。
　予診票と実施医療機関一覧は、４月に小学校を通じ
て配布しています。医療機関によって接種日や受付時
間が異なりますので、事前に電話で予約して接種して
ください。転入等で通知の届いていない方は、お住ま
いの地域の健康増進センター各分室（中央・西部・東部）
にご連絡ください。
◆接種対象者／市に住民登録している小学６年生

（平成14年４月２日～15年４月１日生まれ）
◆接種費用／無料（接種期限を過ぎると費用がかかります）
◆接種期限／平成27年３月31日
※三種混合予防接種を未接種、または接種を終えていない場合
は接種が必要です。母子健康手帳を確認し、接種を希望する
医療機関の医師にご相談ください。その際は任意接種とな
るため費用がかかります。ご注意ください。

ご相談ください
予防接種について

　予防接種の種類や回数、いつ何を受けたらいい
のかなど接種スケジュールについては、お住まい
の地域の健康増進センター各分室にある予防接
種相談窓口にご相談ください。

年に１回の健康チェック
９月・10月の健診（検診）日程

　４月に大曲地域に配布された「平成26年度大曲地域保健事業日程表」でお知らせした特定健診等の会場が次
のとおりに変わりました。お間違えのないようお願いします。
◆期日／９月22日（月） ◆会場／【変更前】大曲武道館▶【変更後】大曲交流センター

 

健康増進センター
☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

東部分室（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）
西部分室（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
中央分室（大曲保健センター内／大曲）	
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

図書館情報BOOKs ９月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

	 １日・月	 定例記者会見
	 ５日・金	 大仙・仙北・美郷畜産共進会授与式
	 ６日・土	 第 19回「秋田おはら節」全国大会
	 ８日・月	 大仙市議会定例会（第２日）
	 ９日・火	 大仙市議会定例会（第３日）
	11 日・木	 大曲厚生医療センター運営委員会
	14 日・日	 第 35回神岡南外花火大会
	18 日・木	 大仙市議会定例会（第４日）
	20 日・土	 全県 500歳野球大会
	21 日・日	 国指定名勝旧池田氏庭園国指定

10周年記念シンポジウム
	25 日・木	 太田地域市長面会日
	26 日・金	 大曲通町地区第一種市街地再開発

事業南街区起工式
	29 日・月	 西仙北地域市長面会日
	30 日・火	 大曲地域市長面会日

市長交際費 （７月１日～ 31 日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 33 338,913 円
協 賛 1 10,000 円
弔 慰 1 10,000 円
合 計 35 358,913 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞	
	 　　			など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　			方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ９月13日（土）午前10時 30分～
大曲 ９月17・24日（水）午後３時～３時30分
協和 ９月20日（土）午前10時～
神岡 ９月20日（土）午前11時～
西仙北 ９月27日（土）午前10時～ 11時	
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）　９月19日（金）午前10時 30分～
【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　９月20日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／
マザーズ・ラブ	絆	明日に夢をつないで（大仙市母子寡婦福祉連合会）
期間／９月６日（土）から30日（火）まで　時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【９月】▼１日＝神岡、中仙、南外、仙北、太田▼１日～５日
＝大曲（資料整理期間）▼３日＝西仙北▼29日＝協和【10月】▼１日＝大曲、
神岡、西仙北、南外、太田▼６日＝中仙、仙北▼27日＝協和▼20日～ 22日
＝太田（資料整理期間）

南外図書館のおすすめ
強く美しい体をつくる

登山エクササイズ
山ジム研究会／著（誠文堂新光社）

（写真右から）第30回ドンパン祭りであい
さつをする栗林市長、夏まつり大曲2014で
あいさつをする栗林市長

　これからの季節は暑さも弱まり、登山のし
やすい季節でもあります。この本は、登山を
とおして体力をつけ、余分な体脂肪を燃やす
方法を科学的理論を用いて解説しています。
さらに、けがをしないための体の使い方や栄
養補給方法、基本装備などを分かりやすく解
説。これから登山を始めようと思っている方はもちろん、登山愛好者の
方には基本の再確認としてお薦めの一冊です。　　〈南外図書館所蔵あり〉

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。9月

新着図書
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
	 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
	 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
	 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
	 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
	 ☎ 0187-88-8030

「ドンパンお口の体操」のパンフレットを希望する方は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために

元
気
な
毎
日
は
お
口
の
健
康
か
ら

　
食
べ
る
楽
し
み
や
話
せ
る
喜
び
を
い
つ
ま
で
も

介護保険事務所
 からのお知らせ

要支援、要介護の認定を受けた方は介護保険のサービスを利用できます
要介護認定から介護保険のサービス利用まで

口
は
食
べ
る・話
す・表
情
を
豊
か

に
す
る
・
体
を
動
か
す
時
に
歯

を
く
い
し
ば
る
と
い
っ
た
元
気
で
楽
し

い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切

な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
か
ん
だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
力
が

衰
え
る
と
、
だ
液
や
食
べ
物
が
誤
っ
て

気
道
に
入
り「
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
」を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。肺
炎
は
介
護
の
要

因
に
な
り
や
す
く
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
元
気
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
次
の

点
に
注
意
し
て
、
お
口
の
健
康
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。

○ 

起
床
時
や
食
後
は
、
き
ち
ん
と
歯
み

が
き
を
す
る

　
口
の
中
の
細
菌
は
夜
寝
て
い
る
間
に

繁
殖
し
ま
す
。歯
だ
け
で
な
く
、舌
や
頬

の
内
側
も
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。入

れ
歯
は
外
し
て
磨
き
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る

　
半
年
に
１
回
程
度
、
歯
科
医
を
受
診

し
、不
具
合
が
あ
れ
ば
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

○
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る

　
よ
く
噛
ん
で
、
食
べ
物
の
味
や
食
感

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。よ
く
噛
む
こ
と

で
、
だ
液
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
消

化
が
助
け
ら
れ
ま
す
。脳
に
刺
激
が
与

え
ら
れ
、認
知
症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

○ 

家
族
や
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
大

切
に
す
る

　
話
し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、唇

や
頬
、舌
、喉
な
ど
の
運
動
に
な
り
ま
す
。

○
お
口
の
体
操
を
習
慣
に
す
る

　
お
口
の
体
操
は
、
喉
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
唇
・
舌
・
頬
の
動
き
を
よ
く
し
ま
す
。

食
事
の
前
や
歯
み
が
き
の
と
き
な
ど
、

気
づ
い
た
と
き
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室
で
は
、
お

口
の
体
操
と
し
て
「
ド
ン
パ
ン
お
口
の

体
操
」を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

♪
ド
ン
ド
ン
パ
ン
パ
ン

　
ド
ン
パ
ン
パ
ン

　
ド
ン
ド
ン

　
パ
ン
ダ
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
〜
♪

「
パ
」唇
に
力
を
入
れ
る

「
タ
」舌
の
先
に
力
を
入
れ
る

「
カ
」舌
の
奥
に
力
を
入
れ
る

「
ラ
」舌
の
先
を
し
っ
か
り
あ
げ
る

○
歌
う
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
○

ド
ン
パ
ン
お
口
の
体
操

ド
ン
パ
ン
節
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
ょ
う

【問い合わせ】
 介護保険事務所　認定審査班　☎0187-86-3912
 各高齢者あんしん相談室（各地域包括支援センター）
 各支所市民サービス課

○「施設サービス」を利用したい場合
入所を希望する施設に直接申し込みます。
※「要支援１・２」と認定された方は施設サービスを利用できません。

○「在宅サービス」を利用したい場合
① 「居宅介護支援事業所」に連絡して、ケアプラン（居
宅サービス計画）作成を依頼します。

※ 「居宅介護支援事業所」は介護保険事務所ホームページ
（http://www.oskaigonet.or. jp/）をご覧いただくか、または
介護保険事務所・各高齢者あんしん相談室（地域包括支援
センター）・各支所市民サービス課に用意している一覧表
でご確認ください。
② 担当のケアマネジャーにケアプランを作成して
もらいます。適切な介護サービスを利用できるよ
うに相談しましょう。

※ サービス提供事業所との連絡・調整はケアマネジャーが行
います。
③ ケアプランにそって「在宅サービス」が始まります。

要介護１～５と認定を受けた方
① はじめてサービスを利用する方は「地域包括支援
センター」に連絡して、介護予防ケアプラン（介護
予防サービス計画）作成を依頼します。

※ これまで介護サービスを受けていた方で「要支援１・２」と認
定された方は担当のケアマネジャーに相談してください。
② 担当のケアマネジャーに介護予防ケアプランを
作成してもらいます。適切な介護予防サービスを
利用できるように相談しましょう。

※ サービス提供事業所との連絡・調整はケアマネジャーが行
います。
③ 介護予防ケアプランにそって「在宅サービス」が
始まります。

※「要支援１・２」と認定された方は施設サービスを利用できません。

要支援１・２と認定を受けた方
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防衛医科大学校看護学科・医学科
防衛大学校（前期）学生募集
○防衛医科大学校看護学科学生
	 試験期日／10月18日（土）
○防衛医科大学校医学科学生
	 試験期日／11月１日（土）・２日（日）
○防衛大学校学生一般（前期）
	 試験期日／11月８日（土）・９日（日）
◆対象／平成６年４月２日から平
成９年４月１日までに生まれた方
で高校を卒業した方もしくは平成
27年３月に卒業見込みの方
◆申込期間／９月５日（金）から

30日（火）まで
【問い合わせ・申し込み】
	 自衛隊秋田地方協力本部
	 大仙地域事務所 ☎0187-63-1313

耳で味わう言葉の豊かさ
第11回「いのち・愛」朗読発表会
　工夫を凝らした演出のステージ
で、朗読の持つ力をお伝えします。
◆日時／９月20日（土）
午後１時30分開演（午後１時開場）

◆会場／大曲市民会館・小ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 大曲朗読の会 三浦さん
	 ☎0187-63-2141

フラワーアレンジメントを学ぶ
市民フラワーデザイン講座
◆日時／９月10日（水）・24日（水）午
後５時〜７時 ※毎月第２・第４水曜日
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／無料

（別途、材料代1,500円程度）
【問い合わせ・申し込み】
	 NPO法人フラワーデザイン普及
	 協会 栗林さん ☎090-2270-6644

地域で子育て交流を楽しもう
はなだて広場に遊びにおいで
◆対象／市内の未就園児とその家族
◆日時／９月４日（木）

午前10時〜11時30分
◆会場／花館公民館
【問い合わせ】
	 佐藤久美子さん（主任児童委員）
	 ☎0187-63-2013

自慢の歌声を競う
「びんだれ山」のど自慢全国大会
◆日時／９月14日（日）
午前９時開演（午前８時30分開場）

◆会場／協和市民センター（和ピア）
◆チケット料金／前売り1,500円
（当日1,800円）※軽食付き
◆チケット販売／協和市民センタ
ー（和ピア）、「びんだれ山」のど自
慢全国大会事務局
【問い合わせ】
	「びんだれ山」のど自慢全国大会
	 事務局 佐藤さん ☎018-892-3089

歴史・美術に触れる
ペアーレ大仙特別講座　
①歴史探訪
「北東北の縄文遺跡群を行く」

	 �期日／９月25日（木）・26日（金）
の１泊２日
	 �参加費／受講料3,100円、宿泊料
20,900円※交通費・見学料込み
	 申込期限／９月８日（月）
②東京・美術館を巡る旅
　�期間／10月14日（火）から16日
（木）までの２泊３日
	 �参加費／受講料11,000円、宿泊料
60,800円〜71,900円※宿泊部屋で
料金が異なります。交通費・美術館入
館料込み
　申込期間／９月８日（月）から

22日（月）まで
　�説明会日時／９月８日（月）

午前10時30分〜
　説明会会場／ペアーレ大仙
◆定員／①29人②30人
◆申し込み方法／ペアーレ大仙窓
口で参加費を添えて申し込み
※日程等の詳細は問い合わせください。
【問い合わせ・申し込み】
	 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

国登録有形民俗文化財登録を記念
「秋田南外の仕事着」無料座談会
◆日時／９月13日（土）

午前10時〜正午
◆会場／南外民俗資料交流館
◆講師／菊池健策さん

（元文化庁主任文化財調査官）
【問い合わせ・申し込み】
	 秋田県文化財保護協会南外支部
	 事務局（南外公民館内）☎0187-74-2130

大曲保育会創立50周年記念
第19回保育まつり
　親子で楽しむステージイベント
や遊びのコーナー、園児による絵
の展示などを行います。
◆日時／10月５日（日）

午前９時30分〜午前11時30分
◆会場／大曲体育館、大曲武道館
【問い合わせ】
	 社会福祉法人大曲保育会事務局
	（大曲南幼稚園内）☎0187-62-4561

◆日時／９月14日（日）
午後６時30分～

◆会場／中川原コミュニティ公園
【問い合わせ】
	 神岡南外花火大会実行委員会
	 事務局（大仙市商工会神岡支所内）
		 ☎0187-72-4028

第35回
神岡南外花火大会 約

６
５
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０
発
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が
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◆日時／９月７日（日）午後１時試合開始 ◆会場／大曲体育館
◆チケット販売／秋田ノーザンハピネッツホームページ（h t tp : / /www.
happ ine ts .ne t /）をご覧いただくか、問い合わせください。
【問い合わせ】
	 秋田ノーザンハピネッツチケット事務局 ☎050-3536-0577
	 （土・日、祝日を除く、午前９時30分〜午後６時）

秋田ノーザンハピネッツ 
vs 富山グラウジーズ

〜有明の決戦再び。 2014-2015プレシーズンゲーム〜

仙北平野土地改良区管内
用水路の長期断水
　施設の点検・整備のため、次のと
おり用水路が長期断水になります。
◆断水期間・施設／
【９月11日（木）から11月19日（水）まで】
○�１〜５号幹線用水路と幹線から
分水される支線用水路・直分

【９月11日（木）から11月19日（水）
までの期間中各１週間程度】

○石田頭首工（支用11号）
○荒巻頭首工（支用12-１号・支用12-２号）
○高倉頭首工（支用27号）
○戸地谷頭首工（支用29号）
○織埋頭首工（支用30号）
○北川支用６号取水工（支用６号）
○北川支用８号取水工（支用８号）
○与吉川取水工（支用28号）
【問い合わせ】
	 秋田県仙北平野土地改良区
	 水利整備課 ☎0187-62-0180

社会福祉法人柏仁会
平成27年度採用職員募集
　平成27年４月に予定している新
施設の開所に合わせて職員を募集
します。応募資格などの詳細は問
い合わせください。
◆募集職種／①介護員②職業指導
員③理学療法士・作業療法士
◆申し込み方法／ハローワークか
柏仁会ホームページ（http://hakuzinkai.
jp）の求人票で必要書類を確認の上、
申し込み
◆申込期限／９月17日（水）※必着
◆募集人員／①②合計７人③１人
【問い合わせ・申し込み】
	 �社会福祉法人柏仁会 
	 ☎0187-88-8234
	 〒019-2335 強首上野台28-18

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料相談（土地・家屋・相続）
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆日時／９月26日（金）

午前10時〜午後３時
◆会場／

大仙市社会福祉協議会本所
◆定員／８人（相談は１人30分程度。
同じ相談内容は１人１回まで）
◆相談員／相馬完さん（司法書士）
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市社会福祉協議会本所
	 ☎0187-63-0277

ゆったりとした明かりと香りの中で
アロマキャンドル・ヨガ体験講座
◆日時／９月26日（金）
午後６時30分〜（１時間半程度）

◆会場／仙北ふれあい文化センター
◆定員／20人※女性のみ
◆申し込み方法／仙北ふれあい文
化センター窓口か電話で申し込み
◆受講料／無料
◆講師／吉岡総子さん（ヨガインス
トラクター）
【問い合わせ・申し込み】
	 仙北ふれあい文化センター
	 ☎0187-69-3333

75年間ありがとう
大曲橋お別れ会
　昭和13年に建設され、長年地域
の生活を支えてきた大曲橋。昨年
８月に新しく大曲花火大橋が開通
しその役目を終えました。９月か
ら始まる解体を前に、橋銘板の取
り外し式や渡り納めなどのお別れ
会を開催しますのでぜひお越しく
ださい。
◆期日／９月13日（土）
◆時間／【橋銘板取り外し式】午後２
時〜【渡り納め】午後２時10分〜５時
◆会場／大曲橋
【問い合わせ】
	 仙北地域振興局建設部
	 企画調査課 ☎0187-63-3110

これからの雄物川の川づくり
皆さんの意見をお聞かせください
　国土交通省では、「雄物川水系
河川整備計画（素案）」への意見を
募集しています。詳細は問い合わ
せいただくか湯沢河川国道事務所
ホームページ（http://www.thr.mlit.go.jp/
yuzawa/）をご覧ください。
◆応募方法／湯沢河川国道事務
所・同大曲出張所、市道路河川課・各
支所農林建設課に用意しているパ
ンフレット付属のハガキまたは湯
沢河川国道事務所ホームページの
意見募集書き込み欄に記入し応募
◆応募締切／10月３日（金）
○「意見を聴く場」
　�期日／10月１日（水）

午後６時15分〜８時15分
　会場／はぴねす大仙
　�申込期限／９月10日（水）午後５時
※意見発表は事前申し込み必要。詳細
は湯沢河川国道事務所ホームページを
ご覧ください。

【問い合わせ・応募】
	 �湯沢河川国道事務所調査第一課
	 ☎0183-73-5544
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大仙市の行事予定
9月1日 月 ～16日 火

【問い合わせ】 
まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎	0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～	、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 事業名
４日（木）
13:30～ 囲碁に親しもう！囲碁遊び

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報9

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報9

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（月）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

12日（金）
10:30～

ママのおしゃべりサロン
※託児有。要申し込み

16日（火）
10:30～ 一緒に遊ぼう	親子で楽しく

26日（金）
10:30～

誕生会
（９月生まれの子）

30日（火）
10:30～

お母さんと体を動かして
遊ぼう

つなっこひろば
※木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

13日（土）
10:30～

おかいものごっこ
（お店で買い物を楽しむ）

27日（土）
10:30～

お誕生日会
（９月生まれの子）

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

19日（金）
10:30～

絵本となかよし会
（読み聞かせボランティア「ほたるの会」）

25日（木）
10:30～ 手形で大きな木をつくろう

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

４日（木）
10:00～

おかあさんと
あそぼう

２日
（火）

18日（木）
10:00～

みんなであそぼう
お誕生会

16日
（火）

農業科学館
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

11日（木）
10:00～ 秋の遠足 ９日

（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

９日（火）
9:30～

お外でいっぱい遊ぼう
身体計測、絵本ライブ

８日
（月）

みつば保育園
☎0187-87-7130

17日（水）
10:00～ 園庭で遊ぼう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
10日（水）
9:30～

生活リズムのお話
健康増進センター
保健師の講話

なし

協和保育園
☎018-892-3426

10日（水）
10:00～

よ～い、どん！
ごっこしよう

９日
（火）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

11日（木）
9:00～

元気いっぱい！
お外で遊ぼう

10日
（水）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

24日（水）
9:30～

元気いっぱい
外で遊ぼう！ なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
17日（水）
10:00～

身体測定
お家の人とリズム遊
びをしよう！

なし

不登校・ひきこもりの相談は
大仙市子ども・若者総合相談センター「びおら」
大曲丸の内町１番 11-2
☎ 0187-66-1106午前９時～午後５時※年末年始を除く

biora@aqua.plala.or.jp

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
■医療機関／行事予定表の　を確認してください
■時間／午前９時～正午

※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

歯	

木4

木11

火2 ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

金5

金12
土13

水3

土6 秋田おはら節全国大会
■午前９時～（午前８時開場）■太田文化プラザ

月9／ 1

月15
敬老の日

火16
協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館船岡分館（共学館）
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■強首地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

月8 平成 26年第３回大仙市議会定例会（第２日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

日14
歯	 こまい歯科医院（大曲）☎ 0187-62-4189

日曜日の消費生活相談
■午前 10 時～午後３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）

第 35 回神岡南外花火大会
■午後６時 30 分～■中川原コミュニティ公園▶ P．32

火9 平成 26年第３回大仙市議会定例会（第３日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

日7

歯	 小西歯科医院（美郷町）☎ 0187-84-1118

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

観世流・定期能公演
■午後１時開演（正午開場）■まほろば唐松能楽殿
■チケット全席指定（7,000円～ 8,500円）

水10 ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時■サンクエスト大曲（100円）

認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」▶ P．９
■午後10時～11時 30分■大曲交流センター
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

人　口 86,985 人     （-  45）

　男 40,775 人     （-  24）

　女 46,210 人 （-  21）

世帯数 31,174 世帯    （   10）

出　生   36 人
死　亡   80 人
転　入   137 人
転　出   138 人

7/31現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳
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全県500歳野球大会第
36
回

Akita prefecture 500 years olds baseball festival.

神岡野球場ほか市内17会場
9月20日 24日▶土 水

少年野球発祥の地・神岡で始まった500歳野球大会。
今年で36回目を数える大会には、県内各地から過去最多の
181チーム（うち市内27チーム）、およそ4,600人が出場します。
白球を追いかける往年のプレーヤーに熱い声援を―。

◆時間／午前８時30分～（大会４日目以降は、午前９時～）
※開会式は９月20日（土）午前７時から神岡野球場で開催
◆試合会場・日程／神岡野球場ほか市内17会場
【１～３回戦】９月20日（土）・21日（日）
 神岡野球場、中川原第１球場、中川原第２球場、平和中学校、
太田球場、角間川親水公園野球場、仙北球場、花館小学校、大
曲球場、協和野球場、南外運動場、南外中学校、南外山村運動
広場、西仙北中学校、西仙北緑地運動広場、雄物川河川花館野
球場、鴬野野球場、八乙女球場

【４回戦～準々決勝】９月22日（月）・23日（火）
 神岡野球場、大曲球場、協和野球場、八乙女球場
【準決勝・決勝】９月24日（水）
 神岡野球場

【問い合わせ】 スポーツ振興課  ☎0187-63-1111  内線343

野球を愛する心は、あのころのまま―


